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21世紀に向けて 
財務体質の強化を ) 

日本ハンドボール協会常務理事 

殿水幸雄 



日本ハンドボール界は、昨年世界 
ハンドボ—ル界の最大ィベントであ 
ります熊本での男子世界選手権を大 
成功に終えることが出来、この基盤 
を生かし、益々の発展を期している 
ところであります。このことは、東 
アジア大会の開催、大阪オリンピッ 
クの招致へと U 世紀に向け若者に溢 
々の夢と希望をみえるものと確信を 
しております。 

これらの夢を叶えるためには、多 
くの事業を日本ハンドボール協会は 
遂行して行かなくてはなりません。 
しかし、.これらの事業を展開してい 
く日本協をの財務体質は、はなはだ 
脆弱なものとなっており、能本の世 
界選手権は日本りーグオ—ナ I 会議 
の絶大なるご支援でこの難局を乗り 
切りましたが、普な対策、ジュニア 
対策としては充分なものではありま 
せんでした。 

また、今後の日本協を財務を眺め 
てみたとき、各事業を活発化させて 
斤かなくてはならない反面、経済の 
低迷、少子化によるチーム数の減な 
どの影響により、現状の事業活動を 


継続していくだけでも、収入を年間 
2千で円から3千で円増加させなけ 
ればなりません。これらのことから、 
日本協会では財務の確立のためにい 
くつかの施策を巧ち出しております。 

先ず第一に、役員登録の案であり 
ます。本年度ょり、日本協を役員は 
役員登録費として登録金を決定いた 
しました。これは、機関誌先月号に 
市原専務理事が述べられているとお 
リ、運営競技者としての役員もハン 
ドボールの活性化に参画していこう 
と言う考え方に基づくものです。こ 
の考え方を加盟団体の方々にもご理 
解いただき、ハンドボールの活性化 
に寄みしていただこうとするもので、 
全員参加、受益者負担の考えをお願 
いしょうというものです。 

第二に、登録金の値上げがありま 
す。これについては昨年来、理事を 
等で訴えて参りました。しかしなが 
ら、登録金の値上げは固定費として 
安定な収入となりますが、すでに日 
本リ—グなどから多額の登録金を載 
いていることや、若年層からの多額 
の徴収は好ましくないとの考えもあ 


り、大幅な引上げは困難であると認 
識しております。 

第三に、新を員制度としてのサポ 
J 夕^— A 吾貝です。これはハンドボ！ 
ルの応援競技者としての位置づけと 
考え、企業、ハンドボ）ルの OB 、 
OG 、 あるいは父口儿などにハンドボ 
I ルの活性化じ参画していただこぅ 
とするもので、時間をかけながら幅 
広く厚い支援組織を作り上げたいと 
思つております。 

第四に、競技用具檢定制度の見直 
し、並びに檢定実施の確実化を目指 
しております。さらに、 新たな検定 
業者の開巧も推進して参りたいと考 
えて おリます。 

また、その他にも幅広い事業活動 
の展開を考えていかなければなりま 
せん。日本協をオリジナルのグッズ 
販売等もその一つであります。 

ES 上の様な施策を基本として、訂 
世紀におけた財務基盤の確立を目指 
す所在でありますので、全国の ハン 
ドボール関係者の皆様の絶大なるご 
支援、ご協力をお願いいたします。 













平成 w を目月度常務理事食 


日時 9 月に日(止) 

m 時 W 〜ぶ時 W み 
場所代々木第2体育館会議室 
出席者中澤副会長、巿原専務理 
事、常務理事目名、監事 
1名、事務局2名 


総親本部関達事項 


1役員登録じついて 

斬を員登録(案)について、平 
成 U 年度ょり実施におけ検討し、 

U 月全国理事をへ提起する。また、 
チ—ム登録金の改正についても檢 
討す ることと した。財源 作りと 合 
わせ還元方法についても検討する。 

2 役員ユニフォ—ムじついて 

各種大会で着用する役員用ユニ 
フォームについて檢討した。また、 
シンボルマ—ク等、ハンドボ—ル 
の普及活動と合わせ機関紙等でを 
募す る。 

3 寄付行為改定じついて 


寄付行為改定資料に基づき検討。 
第2章、第6章については承認。 
名誉役員についてはさらに検討す 
ることとした。 


競技本部関連事項 


1 懲罰 規程じついて 

日本リーグ規律規程について、 
承認。他の日本協を主催大会との 
関連については、現をは日本協を 
懲罰規程で処理することとし、次 
の競技をへの影響については U 年 
度に向け規程を整備することとし 
た。 

2全日本総合日本協会推薦チ— 

ムじついて 

平成 W 年度神戸大会は男女開催 
となるため、出場枠は男子：：5チー 
ム、女子；^チ—ムを確認した。日 
本協を推薦チームについては、男 
子 4 チ—ムに、北陸電力、本田技 
研熊本、デンソー、アラコ九州、 
女子2チ—ムに、ジヤスコ、ブラ 
ザーエ業を承認。 

全日本総合開催地について、平 
成^年名古屋市、平成^3年広島市、 


平成52年東京もしくはこの近郊で 
開催す ることを 申し合わせた。 

關催地について、①営業収入(關 
傕権料等)が得られる場所、②東 
京近郊では2年おきに關催、③を 
場は、 3000 人な上の観客動員 
可能な体育館、を基本的考ぇ方と 

3 普及じついて 

市町がハンドボ—ル協会の末端 
までの組織を調査するため、各都 
道府俱協会、各連盟宛に調査依頼 
する ことを 決定。 

4 ワ I ルドダ—ムズフェア I じ 

ついて 

平成 W 年 W 月 3 • 4 日に秋田市 
で開催。ビ—チハンドボ—ルが実 
施検討競なとなつていることから、 
競技規則について檢討していく。 

5 平成 W 年度登録じついて 

各都道府県種別ごとに登録チ— 
ムおょび個人の増減について報告。 
前年度よりチ I ムおよび個人とも 
に減少しているとの報告。 


6全国中学校大会じついて 

全国中学校大会負植金増額申請 
について、平成 W 年度の収支予算 
書(案)を検討。中体連役員との 
協議等、再検討す ることと なつた。 


強化事|^^^部関連事屢 


1アジア大会選手固じついて 

第 U 回アジア競技大会選手団候 
補メンバ I を報告。選手について 
は、この中ょり男女とも；3名が選 
ばれる。 9 巧 W 日第の回日本 リー 
グ記者発表で選手団について発表。 

2国内•国際大会結果じついて 

第6回アジア大会男子ジュニア 
選手権 (U — 巧、第 5 回アジア女 
子ジュニア選手権 ( U — 這、第2 
回日韓スポ l ッ交流( ul ^5)、第 
6回中日韓ジュニア交流、男子口 
シア遠 ffi ( U — の)について、結 
果報告。 

3 強化委員会閣係部門担当じつ 
いて 

委員の関係部門姐驾について、 
資辑で報告。 


4 平成り年第 M 回日本リ[グ日 
程(案)じついて 

日本リ I グスヶジュ- • ル委員を 
案をベースに檢討。男み世界選手 
権、全日本総合、国体、日本リー 
グ プレィオフを 確をし、 ナショナ 
ル選手強化と調整した日程案をみ 
認。 

5 第？3回日本リ|グ記者発表じ 

ついて 

9 月が日に蘭催。各チ—ムより、 
期待の若手と、ストックラン、ヴ 
オルが出席。が戦カード、放映日 
程の報告。 


雜告事厦 


1日本協を主催夏季大会結果報 
告 

2平成 W 年度第1回小学生専門 
委員を報告 

3 学校体育ハンドボール研究集 
を報吿 

4 平成 W 年度全国理事長研修を 

について 

5審判部ょり、平成の年度 IH 
F 登録レフ H リ—の派遣実績と 
今後の派遣について報告。 

6競お部ょりジャパンカップ、 
全日本総合選手権の広告協賛取 
得について協力依頼がぁった。 
















荒川清美名誉顧問(元副会長） 

急逝される 

力なされ、監事、名誉委員としてオリンピックムー 
ブメントの発展に寄みなされております。 

さらに、国際的にも数々のご活躍をなされており 
ます。昭和17年に日独親善ハンドボール交歓国際試 
合日本代表選手として出場なされたのを初めとして、 
監嘗、役員として日本を代表して参加されておりま 
す。また、国際ハンドボール連盟 （ IHF ) 総をな 
どにも数多くご出席なされ、昭和55年にはアジアハ 
ンドボール連盟の理事に就なされております。 

これらの業績により、平成3年秋には動 S 等瑞ま 
章を受章なされております。また、平成7年には、 
オリンピックオーダー銀賞を国際オリンピック委員 
をサラマンチを長より授与されております。 

お通夜、ご葬儀は、9月21日、22日に行われ、先 
をの偉業を備び、荒天にも関わらず、全国各地から 
多数の方々が、ご参列になりました。 

ここに、荒川清美名誉顧問のご生前のご指導に深 
く感謝するとともに、謹んでご冥福をおネ斤リいたし 
ます。 


荒川清美（財）日本ハンドボール協を名誉顧問が、 
平成10年9巧18日午前11時過ぎに、多臓器不金のた 
め、ご逝まなされた。 

荒川先生は、昭和25年より日本ハンドボール協を 
常務理事を務められ、の^降、昭和42年からは理事長、 
昭和56年の貞才団法人化にあたっては初代の専務 a 事 
に就なされ、昭和58年よりは副会長を務められまし 
た。また、本年4巧よりは名誉顧問として日本ハン 
ドボール協をにごみ力いただいておりました。この 
間、日本ハンドボールリーグの発足、日本ハンドボ 
ール協会の財団法人化など、多大な業績を残されて 
おります。まさに、今日ある日本ハンドボール協を 
の基盤を形作って来たと言っても過言ではありませ 

〇 

また、 スポーツ 界におけるご活躍も ハンドボール 
人として卓越したものがありました。日本体育協を 
理事を始め数々の役職を努められております。日本 
オリンピック委員をにおいては、日本オリンピック 
委員会が日本体育協をから独立法人化に際し、ごみ 





社をを B かに、 

おをしろぐするオムロン 

街や家庭で。私たちは 
さまざまな場面での便利さや快適さを考え、 
豊かな未來を創造し—ごいきます。 


omRon 


オムロン株す舍な 本社干 600-8530 京都市下京区烏丸遁 t 条下ル 東京本巧于 105-0001 柬を都港区虎ノ門 3-4-10 
















アジア大をに挑お/ • 

男子ナショナルチ I ム監督 蒲生晴巧 


はじめに、第？3回アジア大会に 
挑むにあたり、このが期に日本代 
表の監督としてアジア各国と対戦 
出ホる事にがしましては、感謝と 
責任を痛感して いると ころです。 

さて、 W 年度の最大の目標は、 
「アジア大会での初優勝.エジプ 
卜世界選手権大を出場権獲得」で 
す。我々男子ナショナルチームは、 
この目標に対して集中してトレ— 
ニングを積んでまいりました。そ 
して、現をの別名のナショナルプ 
レ I ヤ^ — ^ は、「合宿每に、またポジ 
ション毎」に競い合って、その中 
から今回、^5名が代表の座を勝ち 
取りました。現在の U 名は、本年 
2月より実施してきた合宿の中で、 
競い合って勝ち残った選手であり 
ます。2巧の強化合宿当初は、ベ 
テラン•中堅の中心選手が、肩* 
膝*足首•腰などの負傷をかなり 
多く抱えており、全員での強化合 
宿はできませんでした。しかしな 


がら、その間に若い選手が貴重な 
経験•体験を積みメキメキ伸びて 
きました。そして、 9 月になりべ 
テラン•中堅の中必選手が負傷も 
完治し、再び々ムバックしてまい 
りました。そぅ言った意味で、今 
回の選手選考について、かなりの 
時間をかけて、決定した訳ですが、 
非常に難しい選考でした。いずれ 
にしても、代表にならなかった選 
手を含め、ナショナル選手に相応 
しい強化活動を実施してくれまし 
た。月並みですが、選手団一丸に 
なって「初優勝」をおいます。 

さて、今固のアジア大会は 、 U 
々国のエントリーがあり、 3 つの 
グル—プにみかれました。我々日 
本は、予選 B 組で、韓国•ォマ— 
ン•バングラディッシュの 4 々国 
になりました。当然、韓国との戦 
いがを目す ると ころですが、中東 
のォマ—ンとの初戦が予選り！グ 
の「キ^― ポイント」 であります。 



オマーンは、アジア大会•アジア 
選手権大会を通じて、初めての参 
加になりますが、先のアジアジュ 
ニア選手権大会では、中国•韓国 
につぎ第6位になつておりますし、 
優勝したバーレーンには、僅差の 
戦いをしている強豪チ—ムです。 
この予選リ I グでは、上位 2 力国 
が第2次予選リ^—グへ進むことに 
なつております。したがつて、我 
々日本としては、このオマーン戦 
をなんとしても勝ち抜き、バング 
ラディッシュを一織して、韓国戦 
で予選り I グ 1 位をかけてのが戦 
にしたいと考えております。 

予選 A 組は、 クウ H— 卜 -UA 
E •々夕 I ル•ヨルダン•タイの 
5 々国ですが、このグル—プでは 
クウ 卫，—^ • UAE •カタ I ルの 
中から2々国が出てくるでしょぅ。 

予選 C 組は、バーレ I ン•サウ 
ジアラビア•イラン•中国の 4 力 
国です。このグル—プでは、バ— 


レ I ン•サウジアラビア.中国の 
3 々国の争いに なると 思われます。 

いずれにしましても、中東諸国 
の強化はかなり進抄しているもの 
と考えなければなりません。かつ 
ては、韓国•中国を腕んでいれば 
済んでいた訳ですが、現をでは一 
戦一戦が重みを増しており、気を 
拔けない戦いになります。 

我々日本チ I ムは、この 1 年間 
日本リーグ各チームの方々に絶大 
なるバックアップをしていただき 
まして、体力の強化を計画的に実 
施してまいりました。その効果と 
しまして、ナショナル選手訂名の 
平均体重が、目標であります 「W 
岐」で推移しておりますし、今回 
の：：5名の平均体重についても、「削 
味」であり、体格的なハンディは 
ありません。体力的な強化につい 
ても、基本的な能力は、前年を上 
回つております。したがつて 、 U 
巧には戦術面を中、むにトレーニン 
グを実施していき、チ^ —ムとして 
細かい部分について仕上げていく 
つもりです。しかしながら、一を 
大切な事は、メンタル面です。こ 
の面については、本年の日本り— 
グにおいて、強力な外人が入って 
きた事にょり、例年と異なり緊張 
したゲ—ムが展蘭されることで鍛 
えられるでしょぅ。さらにナシヨ 
ナルチ—ムにおいても、 U 巧にス 
ウェ^デンでの日ゲ—ム、そして 


帰国後ジャパンカップ ( U 巧の日 
〜巧日•名古屋)での 3 ゲームを 
予定しており、このゲ I ムにおい 
てょり良い結果を出す事で確固た 
る自信に繫げていきたいと考えて 
おります。 

おわりになりましたが、強化合 
宿で大変お世話になりました方々 
に、この場を借りまして、お礼を 
申し上げます。 


組分け 


■予選 A 組 

クウエ^—卜、タィ、ヨルダン、 
アラブ首長国連邦、カタール 
■予選 B 組 

韓国、日本、オマーン、バング 
ラデシユ 
■予選 C 組 

，、ノ ' — ン' —ン、サウジアラビア、 
ィラン、中国 


屋 


■予選リ—グ B 組 

U 巧 7 日•日本：オマ—ン 

じ巧8日•日本：バングラデシュ 

。月 9 日•日本：韓国 

■準決勝進出リーグ 

巧巧〜日 

■準決勝 

じち W 日 

圍決勝 

。巧3日 
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I 滋あ強化•虚弱体質 
>肉体おお•病をの体力 
低下•胃腸障害•おを 
障害•発熱性消な性 
疾患•妊娠授乳期など 
の場合の栄賓補給 
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アジア大会に向けて 

か子ナショナルチーム監督 伊藤 


3 昇 W 

IU IF 


シドニー•オリンピック 出場の 
夢の実現に向け、 1998 年 4 巧 
からスタ I 卜した全日本女子チー 
ムの活動は、 9 巧末現在、国内合 
宿§日海外遠征 W 日、計、約 W 日 

の強化を終ぇ、いょいょシドニー 
.•オリンピックに向けた第1の関 
門であるアジア大会を目前に控ぇ 
る事となつた。 

現在のところ、女子の参加国は 
7 力国(日本•韓国•中国•化朝 

鮮•カザフスタン•トルクメニス 
タン•タイ)となつており、この 
アジア大会上位の 4 々国が来年 U 
月にノルゥエーで開催される世界 
ホ子選手権大会の出場権を得る。 
その世界選手権の上位日力国と各 
大陸予選の1位(世界選手権上位 
5 々国は除く)及び關傕国(オー 
ストラリア)の W 力国がシドニー 
オリンピック出場となつている。 

さて、シドニーオリンピック出 
場に向けた重点施策として、①基 
礎体力の向上、②基礎技術力のお 
上、③個人技術力の向上、④戦術 
•戦法の確立、を強力に推進して 


レます 

①では基本的なま•投•跳のレ 
ベルを上げハンドボールの技術に 
結びつける。逆に技術に結びつけ 
た体カアップを図る。 

③ ではゲ—ムの中で圧倒的に多 
い。ハス•キャッチのミス発生率を 
軽減するため様々な難しいが況を 
設定した中でトレ—ニングを行ぅ。 

⑤では攻撃(シユ—卜•フェィ 
ント•アシスト等)、防御(フット 
ワーク•コンビネーシヨン等)能 
力のレベルアップを図る。 

④ では、上記①〜③のレベルを 
上げていく中で従来のオフユンス 

•ディフてンスのシステムレベル 

を上げ、日本独自の戦術•戦法を 
作り上げるべく努力しています。 

韓国から招いた黄コ—チ、化国 
銀斤の苟川取コ—チの情熱あふれ 
るコ—チングと選手達の大きな目 
標を胸に懸命に取り組む姿勢で、 
限界への挑戦を続けています。 

アジア大会の成績目標は、ずば 
り「銀メダル」です。それも金メ 
ダルにおい銀メダルです。どれだ 


け近づけるか？どれだけ近づけ 
たか？それがシドニ— •オリン 
ピック出場に向けて大きな試金ち 
になる事は間違いありません。 

今回参加する 7 々国のぅちトル 
クメニスタン、タィとは初の対戦 
となります。 

また 化朝鮮とも 1993 年のア 
ジア選手権 K 来日年振りの対戦と 
なります。 

限りなく少ない情報の中で、自 
分達のやってきた事を信じて、ま 
た大きな自信として戦えるよぅに 
更にレベルの高いトレ—ニングを 
こなして行きたいと考えています。 

注目する選手、期待する選手。 

田中美音子キャプテンを中心に；5 
名の選手を員に"汪目•期待をして 
います 

スタッフ•選手 S 名が一体とな 
れた時に、初めて大きな勝利への 
チヤンスをつかめるのだと思って 
います。 

最後になりましたが、全国のハ 
ンドボール関儒者はもとより、多 
くの皆様方の暖かいご支援並びに 


ご指導をお願い致しましてアジア 
大会に向けての抱負とさせて戴き 
ます 

なお、アジア大会までの強化日 
程は次の通りです。おおくで強化 
合宿等巧われる際は、気軽に見学 
にお越し下さい。 

<強化曰程〉 

U 巧 4 日〜 9 日 ソニー国み 
(鹿児島)にてな宿 
U 巧 W 日〜 W 日オムロン(熊 
本)にて合宿 

U 巧^日〜？：3日ジヤスコ(一二 
重)にて合宿 

U 月の日〜巧日ジャパンカツ 
プ<% (愛知) 

巧2日 出発 
じ 月6 日〜が日アジア大会 
3月巧日 帰国 



韓国、中国、日本、トルクメニス 
タン、朝鮮民主主義人民共和国(化 
朝鮮)、タイ、々ザフスタン 



■リーグ戦 
じ巧の日 
じ巧 U 日 

?3盘日 

じ巧以日 
巧月巧日 

?^を日 
ン 


日本 

日本 

日本 

日本 

日本 

日本 


タイ 
化朝鮮 
カザフスタン 
中国 
絳国 

トルクメニスタ 































派遣スタッフ • 選手名簿 



監督 

蒲生晴明 

がらうせいか、 

1954.4 .5 

日本協会強化委員 

コーチ 

酒卷清治 

さかまききよはる 

1962.5 .7 

日本協会強化 コーチ 

コーチ 

S . Kowalski 

コワルスキ- 

1947.11 .13 

// 

ドクター 

加藤公 

かとうこう 

195 瓦 12.29 

兰重大学医学部 

トレーナー 

赤尾和彥 

あかもかずひこ 

1966.9 .29 

トレ-ナ-ズ•フォ-•アスリ-卜 C 


選手番号 

氏 

名 

所属先名 

生年月日 

身長 

体重 

出身高校 

出身大学 

出身地 

GK 

1 

はしもと 

橋本 

ゆまひろ 

巧弘 

本田技研 

1965.9 .17 

186 

92 

岡崎城西高 

— 

愛知県 

16 

つぼね 

坪ネ良 

としひろ 

敏を 

湧永製薬 

1973.6 .4 

188 

90 

久留米工大附高 

福岡大 

福岡県 

12 

ひはら 

日原 

かずゆき 

一幸 

大同特殊鋼 

1973.7 .20 

181 

85 

桜台高 

名城大 

愛知県 

CP 

4 

ささきのりひろ 

佐々木教裕 

本田技研 

1974.4 .8 

192 

99 

拓大第一高 

曰体大 

東京都 

5 

とみもと 

置本 

えいじ 

栄次 

大同特殊鋼 

1971.10 .18 

182 

88 

曰体谨原高 

曰体大 

神奈川県 

3 

かくたじ 

角谷 

綿 

曰新製鋼 

1973.1 1.5 

175 

73 

都島ェ高 

天理大 

大阪府 

8 

いわもと 

岩本 

まさのり 

真典 

ミ陽商会 

1970.9 .28 

200 

89 

熊本巿商高 

早稲田大 

熊本県 

7 

なかやま 

中山 

つよし 

剛 

湧永製薬 

1969.7 .4 

191 

93 

久留米工大附高 

福岡大 

福岡県 

* 

10 

すえおか 

末岡 

まさひろ 

政に 

大同特殊鋼 

1967.9.1 

177 

85 

穫浦高 

福岡大 

長崎県 

13 

fe じ 井 

たかし 

孝志 

大同特殊鋼 

1969.7.27 

190 

95 

高岡向陵高 

筑波大 

富山県 

14 

すぎやま 

杉山 

ゆういち 

裕一 

湧永製薬 

1972.9 .21 

190 

98 

岐阜商高 

— 

岐阜県 

17 

かやば 

茅場 

捧し 

/ち 

本旧技研 

1973.7 .8 

185 

83 

笠間高 

曰体大 

茨城県 

18 

やまぐち 

山 □ 

おさむ 

修 

湧永製薬 

1972.2 .28 

191 

98 

西宮南高 

大体大 

兵庫県 

20 

つじ 

辻 

しょういち 

昇一 

大崎オーソル 

1973.5 .10 

183 

75 

学法石川高 

曰体大 

福島県 

6 

もりやま 

森山 

とおる 

透 

湧永製薬 

1974.8 .6 

172 

70 

熊本市商局 

曰体大 

熊本県 

19 

ひろまさ 

に政 

よしたか 

宜孝 

本田技研 

1973.7 .6 

177 

77 

下松ェ高 

筑波大 

山口県 


* 印はキャプテン 



斩がな明日へ 

KIRIN 

これが、飲みごたえ。咬*?^ 

丰のラ方ザ-ル 

飲酒は20歲になつてから。すリンピ-ルな巧を巧 
















































鉄 + 頼もしい = ファインステイ-ノン、曰巧製額の仕事です。 
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第13回アジア競な大会 



監督 

伊藤宏幸 

いとうひろゆき 

1951.1 2.1 

日本協会強化委員 

コーチ 

荷川取義浩 

じかわどりよしひろ 

1961.1 2.4 

日本協会強化 コーチ 

コーチ 

黄慶み 

ふあんきょんよん 

1969,2 .28 

// 

ドクター 

佐久間克彦 

さくまかつひこ 

1960.8 .22 

熊本赤十字病院 

トレーナー 

吉西奈央 

よしだなも 

1972.10 .6 

ジャスコ 


選手番号 

氏 名 

所属先名 

を年月日 

身長 

体重 

出马高校 

出身大学 

出身地 

GK 12 

やまぐち あやこ 

山口义子 

オムロン 

1975.10 .22 

173 

67 

境高 

— 

鳥取県 

16 

やま L たみ ちこ 

大和銀行 

1976.1 .5 

177 

68 

宣真高 

— 

熊本県 

CP 6 

青戸あかね 

ィズミ 

1974.7 .11 

164 

62 

山陽女高 

東女体大 

広島県 

5 

こばやし なおみ 

小林 ik 美 

香…銀行 

1973.9 .12 

163 

53 

九州女高 

福岡大 

福岡県 

17 

くまがい ゆうこ 

熊谷祐子 

シャトレーゼ 

1976.2 .20 

165 

59 

大曲農高 

— 

秋田県 

13 

溢’追襄襄丰 

ジャスコ 

1975.11 .12 

163 

60 

小松商高 

— 

石川県 

木 8 

たなかみもこ 

大和銀行 

1975.1 .14 

160 

55 

四天王寺高 

— 

大阪府 

14 

織鮮 

大和銀行 

1975.11 .12 

167 

已8 

宣真局 

東女体大 

大阪府 

15 

ムじうら みえ 

藤浦美絵 

大和銀巧 

1975.12 .19 

171 

70 

夙川学院高 

— 

兵庫県 

4 

まつもと えみ 

松本恵美 

日立栃木 

1973.7 .6 

172 

70 

国学院板木 

— 

板木県 

2 

沖止這真子 

曰立栃木 

1971.6 .19 

155 

48 

春日井高 

曰体大 

愛知県 

7 

うお i 盛丰 

細銀行 

1974.1 1.30 

155 

55 

小松商高 

— 

初嶋 

10 

たなかゆみこ 

化国銀行 

1975.7 .25 

176 

68 

小松商高 

— 

石川県 

11 

なかむら とらみ 

中村友美 

北国銀行 

1977.6 .23 

168 

60 

福井商高 

— 

福井県 

9 

fe " 革美再:丰 

細銀行 

1975.1 .19 

167 

67 

小松商高 

— 

石川県 

3 

みやもとなおみ 

宮本奈芳美 

オムロン 

1974.7 .11 

164 

64 

福井商高 

曰体大 

福井県 


* 印はキャプテン 


団長 

やました いずみ 

山下泉 

副团長 

のだ きよし 

野田清 

// 

おがたつぐお 

緒方禍雄 

総務-広報 

薑み fct 磋 


屋根で 
カラダを 
張る鉄。 



雨、台風、が、み巧、查 
•••厘巧が立ち向かぅ 
ものを考えたら、最初に 
アタマに浮かぶよぅなも 
のです。 しかし、これ だ 
けではありません。例え 
ば、をの中で起こつた子 
供たちのケン々のホ。が 
でをつている車の音など 
①程音。そして、万が 一 
の地巧も•••。巧日の 



何気ない「平が」をつくっ 
てくれる里おも、実は、 

日新が巧のファインスティ 
I ルでできているのです。 
鉄に賴もしいをプラスす 
れば、お日はもっとほっ 
とできると思ぅ。ただの 
鉄の巧か人じ巧くなると 
き、そこにファインスティ 

!ル、そして 日 巧製納が 
いるはずです。 
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AMOK ENTERPRISE CO.,LTa 

私達が役立ちます 


合い言葉はまごころ 

瞧雲 I 識の臟で 


株式会社エモック•エンタ-プライズ 

運翰大臣登録一般旅行業第1144号 
— 干 105-0003 東京都港区西新橋 1-17-4 Y - Ktf；HF 
ザ TEL : 03-3507-9777 FAX : 03-3507-9771 
一般旅行業取扱主任者 佐々木雅之 


第6回アジア男子ジュニア選手 
権が8巧な日から9月8日までバ 
1レーンの首都マナマで開催され 
た。 

今回の参加国は、日本を含めの 
々国参加しておりの力国が A•B 
の2グループにかかれて総当たり 
のリーグ戦を斤います。が方の上 
位2チ I ムが準決勝卜^ —ナメント 
に進み、勝った国がその時点で世 
界大会の巧符を姻み、負けたチー 
ムにょって3位決定戦が行われ、 
その勝者に最後の切符がみぇられ 
る。なお、今大会には、来年の化 
界大会の開催国カタ—ルが参加し 
ているため々タールを除いた9力 

国にょって3枚の世界切符を争ぅ 

のでどの国もチヤンスとばかり予 

選リーグから白熱した戦いが繰り 

広げられた。 

W 数年振りに tt 界大会出場を目 
指す日本も緒戦の韓国戦に勝って 
弾みをつけて B グループ2位：： J 内 


を確保したい計画であったので1 
週間前ょリ現地に乗リ込み u—^r 
ナショナルチ—ム等と3試合を巧 
いでをのコンディションで試合に 
挑んだ。 

■子選 U — ヴ第1戦 


轟評〕 

試合開始早々前田のシュ^ —卜 
で先制し、両チーム互角のクロス 

ゲームを演じるか、日本のミスに 

つけこまれ、 W 分過ぎに1点り— 

ドを許す。日本は、タィムアウト 

後フオー メ I シヨンから小倉が同 

点ゴールを決め追いつくが、結局 
1点ビハインドで前半を終える。 
後半に入っても互角の展開だつ 


たが6分、9かと相次ぐ退場者を 
出し、その間に25対のと3点差と 
されてしまぅ。日本も粘りを見せ 
終了5分前に同点に追いつくが逆 
隨のチヤンスにノ^~マークシユ I 
トミスを連発してしまい逆に韓国 
に決められてしまぅ。残り加秒、 
同点にしたいための才—ルコート 
DF も。ハスをつながれ2点差にさ 
れてしまい、そこで タィム アップ。 
勝てる試合を最後のツメの甘さで 
落としてしまい今後のゲ^ —ムに不 
安を視かせた試合であった。 



〔戦評〕 


試合開始 W 秒で台湾に先攻され、 



DF に不{女を感じる。2分、2分 
W 秒と警告を受け、日本 DF が消 
極的になったところに立て続けに 
ゴ—ルを割られ、巧八刀には5対 W 
と ダブルスコアになった。日本は 
たまらずタィムアウトを取リ戦法 
を切り換えた。タィムアウト後2 
連取し、リズムに乗る かと 思った 



讀@國 

夕祭巧質を勢岂吕夕 Q 
J 


0 


III バ 


が目^^ 

を 藥 n つ 


当 
































































を曰本 
U -10 

卽 

iTT 

1 I 

1311 

削 一 

クウェ_卜 



を日本 
U — 19 

の 

9巧 
I I 
1 M 3 

巧 一 

サウジアラ 
ビ ア 


同点になつてからのイ^ — ジ -—ミス 
が悔やまれる。 

■そ選 U — ク第3戦 


展評〕 

もぅ絶対に負けられない日本、 
入念なビデオみがとミ^~ティング 
にょり相手の攻撃。ハターンを読み、 
積極的な DF で得点を許さず、互 
角の展開が続いたが残り日分で退 
場者が出て3点差とされるが、終 
了間際に決めて9が U で前半を巧 
リ返す。 

後半 も！〜 3点差を追い かける 
展開がの分過ぎまで続くが、前田、 
太田が決めて巧対巧の同点にし、 

分には山口が サイドから 決めて 
逆踪。この試合初めてリ— ドを 奪 
、つ。 しかし、ここで も 痛い退場者 
を 出し、逆じリ ードを 奪われる。 
日本も負けじと太田、前田のゴ— 
ルで W が？：3としたが、残り日かの 
ところで突然オフィシャルのブザ 
I が鳴り、ベンチ前でミ—ティン 
グをしていると、クロアチアのレ 
フてリ I から 試合に出て いない 選 
手が サイドラインを 踏み越してい 
るので不正入場と告げられた。納 


ところ退場者が出て、結局^が^:; 
と4点差をつけられて前半を終え 
る0 

この試合を落とすよぅな事にな 
れば B グループ2位 IS 内が非常に 
苦しくなるので、日本スタッフは、 
ハ—フタイムに DF の変更と相手 
の帰陳が遅いのでマイボ）ルにな 
ると早く相手陣内にボ—ルを運ぶ 
事を指示。後半に入るとその作戦 
が功を奏し、5連続ゴ—ルで S が 
2?の同点に追いついた。しかし、 
そこから突然イ^— 'ン ^ミスを連発、 
それを逆に拾われ日連続失点をく 
らぅ。そのままズルズルと点差は 
広がりの点差をつけられる。3点 
を返した ところで 巧事窮した。ス 
タツ フもなぜこのような展開にな 
つたか巧解できず、それにしても 


が U とされて しま、 っ。しかし、日 
本も M 々から6か間相手をノーゴ 
1ルと DF を頭張るが、攻撃がち 
ぐはぐで追いつく事が出来ずしか 
も、 7 MT を3本連続ではずす不 
出来。終盤相手が遅延行為で退場 
者続出になるが反撃時間がなく、 
そのまま ゲーム終了。結局 B グル 
1プ最下位となり順位決定戦を斤 
う事が化来ずに第6回アジア選手 
権を終える。 

中東での3〜4回目の大会、前 
回でもこのょうな大会運営であっ 
たが、中東で斤うときは必ず中東 
の為の中東の大会である。このま 
まのが況だと極東は窮地に追いや 
られるのも時間の問題であるし、 
本当の意味で無駄な大会だとも思 
います 

予選の方法も新しいシステム 
《出場権3チームの場合、極東1、 
中東1、極東 VS 中東の勝者等) 

を取り入れてもらうしかないと思 
われます。 

レフユリ—の問題に しても 試合 
開始！3か前にレフてリ—変更が平 
然と行われる状態で、 IHF 派遣 
のレフてリ！が平気で中東有利の 
笛を吹くなど平等なところなど金 
然ないのです。 

多くの問題点が化た今大会(今 
後のジュニア強化対策、世界選手 
権予選の変更、レフ卫リ—の問題 


等)。これらの問題は、早急に解決 
化来ないかもしれないが、アジア 
を取り巻く問題だけでも解決して 
もらいたいと思います。 

最後にこの2年間、 U — 巧チー 
ムの為に貴重な時間や施設を提供 
して項いた皆様に誌面を借りてむ 
よりお 礼を申し上げます。 

また、今大会が国体予選などで 
選手及び国体関係者の皆様には大 
変ご迷惑をおかけ致しました事を 
むよりお諸び申し上げると共に今 
後共、ジュニアの育成の為にご指 
導、ご協力の程、宜しくお願いし 
ます 

まをのジュニア強化 
巧巧に0いて 

厂 ：_ V 

今回出場した選手達は、約2年 
前から2回の韓国遠征、国内に於 
いては、セレクション合宿、強化 
合宿など、巧子ジュニア史上一番 
多くの時間と強化費を聲やして強 
化して来ましたし、前大会の経験 
者 も 少ないが2名いました。 
にもかかわらず、なぜ今回このよ 
ぅな結果になったのでし よぅか？ 
強化する期間がまだまだ少ないか 
ら でしよ、っか？ 

スタッフと選手とのコミュニケ 
—シヨンが不足していたからでし 
ような？ 


得いかない笛に猛烈にが議したが 
受け入れてもらえず、結局その退 
場で 3 ゴ—ルを奪われ、 4 点差で 
敗れた。 IHF 派遣のレフ卫リー 
までもが平気で中東有利の笛を吹 
くなか、内容で勝って試合に負け 
たゲームであり、 IHF に怒りを 
感じた。 

■予逛 U — グ第4戦 


〔戦評〕 

とにかく1勝をあげて予選を終 
わりたい日本。対戦相手は 3 連勝 
で B グル-—プ1位が確定して いる 
サウジアラビア。試合開始早々に 
が田が決めて先攻する。しかし 4 
夕過ぎからパス ミス、ネヤツチミ 
スを 拾われ W 分過ぎには 2 対 5 と 
リードされる。 

サウジ退場者の間に2得点返して 
4が5にし、 GK 高木が 7 M スロ 
^、ポストシユ I 卜をネ I プして 

分には沢田が 7 MT を決めて 9 
が8と逆転するが同点のまま残り 
5 秒にサウジのフリ—スロ—から 
得点され^^対巧で前半を巧り返す。 

後半に入り、 5 八刀過ぎに退場者 
が出てその間にミスが続出し、22 
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日 RN(A—1) 24 —の KUW ( 己一 2) CHN P0-P3 KUW 3 〜 4 決定戦 KUW 3 位 

KSA ( 己一 1) 巧一 1 日 CHN(A-e) BRN 巧一 2 日 KSA 1 〜む央定戦 

□MN(A — 3 ) 36-43 KOR ( 巨一 3) 日〜日決定戦 BRN 1 位 ， KSA 2 位 

UAE(A — 4) 日一に TPE ( 巨一 4) 7 〜日決定戦 


♦を曰本 U —1 日チーム個人得点表 


No . 

名 前 

日/巧 

韓国 

8/加 
台湾 

9/1 

クウ I - 卜 

9/3 

サウジ 

計 

No . 

ち 前 

8/28 

韓国 

日/3 口 
台湾 

9/1 
クウエ-卜 

9/3 

サウジ 

計 

1 

高木 尚 






9 

筆吉亮介 

日点 

1点 

1点 

一 

2点 

に 

松岡厚志 






10 

太田芳文 

一 

— 

3点 

?点 

日点 

R 

沢田俊祐 

己点 

目点 

1 点 

3点 

14点 

11 

田中秀樹 
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2点 

2点 
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山口 航 

1 点 

1 点 

3点 

1 点 

B 点 

13 

富中益喜 

4点 

3点 

0点 

— 

7点 

4 

石川瞎之 

日点 

0点 

— 

□点 

日点 

14 

長尾恒宏 

一 

— 

— 

日点 

0点 

已 

ル倉学 

8点 

1 日点 

4点 

4点 

巧点 

1 已 

蓮ル谷貴浩 

0点 

日点 

— 

一 

0点 

6 

阪昭樽 

3点 

?点 

1点 

1点 

7点 

17 

佐々木優 

— 

1点 

2点 

— 

3点 

7 

前田誠一 

4点 

— 

2点 

日点 

1 ん南 

合計 

? 7点 

? 8点 

2日点 

M 点 


8 

柳本義文 

2点 

3点 

3点 

1 点 

9点 


第 B 回アジア男孕ジュニア巧手樓スコアま 


サウジ、クウ卫 I 卜、バ I レ — 
ン等中東勢がすごく強いからでし 

ぶ/つか 7* 

中東での試合は、レフてり—ま 
でも中東の味方じなるからでしょ 
うか？ 

強化期間については、特にハン 
ドボ！ルが園なのょうな国々には 
比べ物にはなりません。 

日本もそれぐ らい 強化すればそ 
れなりに少しは、強くはなるとは 
思いますが本質的には強くなれな 

いと 思われます。それはなぜで し 

よ/つ？ 

1つ思うには、どの競技にもき口 

える事ですが日本全体が裕福にな 

リ過ぎてしまい年々選手達にハン 

グリー精神が薄れて来ている事で 

はないでしょうか？ 

ボ^—ルに対する執着'むにしても 

どの国ょりも日本か一番劣ってい 

たし、勝負に対してのこだわり、 

厳しさ、気迫、また克己'むまでも 

少なく感じました。 

しかし、この事はジュニア強化 

スタッフだけの責なでしょうか？ 

全国の指導者の方々にも選手の育 

成に関して今一度問いただして項 

きたいのです。 

オルソン前全日本監督がな前号口 
っていたょうじ試合は、戦争なの 
で^^。 

やるかやられるかの世界なので 


グル I プ A 


グル—プ己 
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「まいにち、 

発見。」 



おいしい発見。あたたかい発見。 
おしやれな発見。 

あなたの毎日を新しくする。 
そんな素敵な発見の場でありたい。 
お日が新しいィズミです。 


最近の大学生、高校生の試合を 
観てもメンタル面でレベルの高い 
試合は、ここ数年観る事が出来ま 
せん。 

ではこれからどぅしていけばジ 
ユニアが強くなるのでしょぅか？ 
1つ判っている事は、現を U—W 
の大会にはだいたい巧〜？3歳ぐら 
いからしか強化出来ていません。 
ではもう少し下から強化するのは 
どうでしようか。 U — W の選手達 
を完全にセレクトしてしまい少数 


8 巧巧日から 9 月 8 日まで巧日 
間行われた今大会には、 サウジア 
ラビア、 クウ エ ート 、オマ ーン、 
カタ ール、 UAE (アラブ首長国 
連邦)、中国、日本、 そして 地元 バ 
I レ^—ンからレフ卫リ^ —が帯同し、 
クロアチアからのゲストレフエリ 
1と合わせて、9ペアに ょって 大 
をが運営された。審判の指導、管 
理 は、アジア 連盟 P 民 C 委員の李 
之义氏《中国)にょって行われ、 
ほぼ每日 レフエリ ー ミ I テ イング 
が開かれた。 

この大会には、次代のアジアの 


精銳で3年後の UI 25 の大会の為 
だけに強化するのです。 U — W の 
時に徹底的にハングリーな精神と 
基礎を叩き込むのです。 

その中で選び抜かれた何名かは、 
ul ^ i の試合に化場させ早くから 
多くの経験をさせていきチ I ムの 
半分ぐ らいは、 前回経験者になる 
よぅに チ ！ ム作リするのです。 

しかし、これだけでは、ジュニ 
アは強くなりません。 

幸いな事に、日本は、 W 年後大 
阪でオリンピックを開催しようと 


トップ レフ H リーを担ぅ ペアが、 
アジア連盟から指名された。日本 
からは、当初浜田•小笠原両国際 
審判員が指名されたが、生憎、両 
氏の都合がかかず、急遽我々がノ 
ミネ^ —^された。 

アジアのトップレフてリ—の選 
考をとも言ぅべき今大会に、両氏 
が参加出ホなかったのは、非常に 
残念なことである。 

我々は、オープニングゲ I ムの 
地元バーレ—ンがオマーン、 UA 
E 対中国、カタ—ル対中国の3試 
合を担当し、高い評価を得ること 


しています。 

開催出来る出来ないは別として、 
オリンピックで金メダルを目指す 
ぐらいの強化計画に早急に着手し 
なければ園おのょぅにしている国 
々には絶対に勝つ事は出来ません。 
金国にスカウト網を張り巡らして 
探すのです金の卵を/ 

育てるのですスーパ J スタ I 
を/ 

日本は今、ジュニア強化を真剣に 
見つめ直す時期に差し掛かつてい 
ると 思います。 


が出来た。 

その結果、世界選手権の出場権 
をかけた準決勝第1試合、バーレ 
I ンが クウ 卫 1卜 戦に ノミネ I 卜 
された。しかし、ウォ I ミン グア 
ップも済んだ、試合關始直前、僅 
か5々前に、アジア連盟を長 (ク 
ウユートの王様)の電話にょる命 
令にょって、理由も説明されぬま 
ま、突然審判交代となった。 

異常な雰圃気の中で、 UAE の 
レフ H リー が担当したその試合は、 
前半 W か過ぎに、ベンチ裏の観客 
席に居たクウ卫—卜の控え選手と 


役員が起こした、地元観客との小 
競り合いを きつ かけに、 クウ エ— 
卜のプレイヤ^~が、コ I 卜を圃む 
栅を乗り越えてか乂する乱闘とな 
り、流血したけが人が担架で運ば 
れる といぅ 事態になつた。その結 
果、試合続行は不可能となり、準 
決勝第2試合と共に後日巧われた。 

レフ卫リーミ—テ ィングでは、 
早い段階で イエロ—カードを 3枚 
使って 基準を 示すことが指導され、 
ラフプレイに 対しては、概ね厳し 
い判定が下されていた。 しかし、 
中東での大をでは、何が起こるの 
か予想が出来ない。今大会でも、 
直接失格は当たり前、暴力行為ま 
で発生した。 

中東の大会に参加する度に、身 
の危険を感ぜずにはいられない。 
興奮気味の試合が終了に近づくと、 
を場警備の警察官がコートの回り 
を取リ囲み、観衆やプレイ^^5 - I に 
注意をはらい、そして、終了と同 
時に警察官がレフてリ—を保護す 
る。 我々の試合でも、興奮して向 
かつて こよぅと するプレイヤ^~が、 
チ！ ムメイトに 取り押さえられ、 
早々に控室に退避しなければなら 
ない ことも あつた。レフエリー も 
命がけである。中東のプレイヤー 
の血の気の多いプレイは、スポ I 
ツではなく、まさに闕争であり、 
これもアジアのハンドボ I ルなの 
である。 


萬 B 回アジで男子ジュニア選き植みさ帯同レフ Hu« 親ち 

国際審判員後藤登、清水宣雄 
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第 5 回アジア女子ジュニア選手 
権大会(兼 19 9 9 年、世界女子 
ジュニア選手権大会予選)が、 8 
巧 ^:; 日から 9 巧 4 日まで、 大阪* 
舞洲 アリ — ナで開催された。 

大会はカザフスタンの都合で急 
遽組合せが変更じなるなど、大会 
直前まで、日程等があやぶまれる 
程、問題をかかえた大会であった。 

試合は、日本対カザフスタン開 
幕となったが、残念ながら日本は 
準備不足がひびいたのか、1点羞 
で惜敗してしまつた。この後、チ 
ャィニ—ズタィぺィじは勝ったが、 
4 位じとどまつた0 
今大会は、来年中国で開催され 
る世界女子ジュニア選手権大会の 
予選を兼ねている。アジアじ与え 
られた出場ワクは、前回の韓国の 
健關もあり、 4 ヶ国である。この 
結果、日本は、来年の世界大会の 
出場権を獲得した。 


試合結果 


■日月^^^曰巧カザフスタン 


本 


日 


91^ J 
nl 9 _ 


-リ 


ン 

夕 

ス 

フ 

ザ 

力 


カザフスタンの都合にょり、關 
幕試合のチヤイニ—ズタイペイと 
の試合を変更し行ぅ。巧手のが態 
もまったくわからない状態もあり、 
国際大会を経験する選手たちのが 
態もあり、恐る恐るスタ—る 
が、前半全くぺ—スが捆めないの 
と選手が開幕後の試合といぅこと 
もあって緊張がひどく、常に々ザ 
フスタンにぺ—スを 取られ、日本 
のぺースで展開出来ない状態が続 
く。何とか前半終了間際に追い上 
げ2点差で前半終了。後半に期待 
したが緊張度は変らず前半と全く 


同じ展開で5点差、6点差とひろ 
げられる。ここで思いきつて、を 
口選手 (18 4 咖)を相手の高さ 
に対抗するために起用したが、突 
然相手ぺ—スが変わり追い上げる 
がなばず w — で初戦を落とす。 



I 目巧 OJ 曰 巧中国 


本 


曰 


n —^ 


孤 


壓 


中 


前半スタ I 卜は固くなり1 I 日 
とリ ー ドされる。 高校生の渡辺を 
センタ I で起用し、 ようやく 日本 
はぺースを個み一進一退の展開に 
なる。渡辺•を口の高校生 コンビ 
の働きで、前半を 8 — 9 で巧り返 
し後半に向かう。後半になるとエ 
I スの菅ハ合が当たり出し好調の中 
国と渡り合う ポィントになる 時間 
帯での速攻失敗 • 7 m スローの失 
敗などで中国を追い込むが、逆お 
をす るところまで いかず巧で 
敗れる。 


勝とう、勝とうとする意識が強 
過ぎ、自分のぺースでゲームの展 
開が出来ず粘りのあるチヤイニー 
ズタイペイにつけこまれタイぺイ 
ぺ—スで展開、前半終 fH 刖に营ハ合 
•を口の得点などで3点差でがり 
返す。後半5点差をつけるが思う 
ょうなぺ^—スがとれず、2点差ま 
で詰め寄られるがタイムアウトを 
請ボし攻撃を支持、ぺースを姻み 
7点差のの一巧で初勝利をあげる 
ことが出来、ようやく本来の気持 
ちで載えそうである。 


■9 ち4曰巧韓国 


本 


曰 


巧 


日19 
31 7 


国 


韓 


昨日のチ ヤイ ニ I ズ タイペイと 
の勝利にょって、ょぅやく選手た 
ちに気持ちが解れ韓国と互角に戦 
ぅことが出来、前半から一進一退 
の展開に持ち込む。特に菅ハ八口の口 



J 子世襲藝謹請 
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★ベストセブン【互ス大厥） 

〇ヒヤン.ジ•キム （韓国） 

〇ボク•ヒー•ミユン （韓国） 

〇ヤン•り一 （中国） 

〇ユーリン•リー (中国） 

〇クバ—ソバ.アレ—シア （カザフスタン） 

〇浅井友可里 （日本） 

〇リアン.ヤ • ピン （チャイニーズ•タイペイ） 
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5回アジアみ子ジュニア選手推ホ:舍成績 
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X 

19-20 

X 

28-36 

\ 

X 

20-21 

1 

3 

0 

2 

89 

92 

—3 

カザフスタン 

〇 

24-16 

X 

15-22 

X 

20 - 31 

〇 

21 -20 

\ 

2 

2 

0 

4 

80 

89 

-9 


アジア巧手權猫人お点お 


ング•ミドルシュートが良く決ま 
り渡ぶのセンタ I での動きも良く、 
谷口のポストも合わせ巧—で前 
半を終了。後半も互角の戦いをす 
るが、得意の速攻が走れず失敗の 
連続で韓国を脅かすところまでい 
かず挑—％で敗れ、通算成績を1 
勝3敗で第4位で終了。 



初めての国際大会、そして初め 
ての国際試合を経験する者ばかり 
のジュニア選手が経験した第日回 
アジアホ子ジュニア選手権でぁり 
ましたが、私達スタッフが予想し 
ていたよりもはるかに選手たちは 
大きなプレツシヤーを感じていた 
ように思います。8月巧日よりの 
調整合宿では、各ブロックの国体 


予選などで選手全員が揃わず充分 
な練習も出来ないまま大会に突入 
し义、驾初予定していたチヤイニ 
—ズタイペイとの關幕試合もカザ 
フスタンの都合にょり変更され、 
相手の状態も充かわからない状態 
で第1戦を戦いました。全体とし 
ての 結果は、1勝3敗の第4位と 
いぅ 成績に終わりましたが、カザ 
フスタンの変更がなければ3勝は 
出来たと思います。選手たちは今 
回の大会は環境的に非常に悪いが 
態の中で良く戦つたと思います。 
特に選手登録した3人の高校生の 
センター渡邊を初めを口 (184 
咖)•小平選手達の活躍は来年の 
世界選手権は勿論、今後の活躍に 
充分な手ごたえを感じた大会であ 
つたと思います。そして実業団1 
年目の菅を選手 (17 5 勢の急 
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成長、 GK 浅井選手 (178 淵) 
のキ—ピングなど今後に期待出来 
る材料が多く出てきた大会であっ 
たと思います。今後の国内練習や 
海外遠征などを多く斤い、世界で 
戦える経験さえ積めば充分戦える 
成果がありました。 

アジア選手権の4試合を通じて、 
今後世界の8位：： J 上をおぅには、 

困ったがに得点を取ってくれる大 

エースを養成しなければいけない 

と強く感じました。アジア選手権 

に参加している各国においても必 

ずそぅいったエースが存在してい 

ます。今回の大会でも活躍した营 
を選手、を口選手が将来の大器と 
して存在出来る状態が確認出来ま 
した。出来るだけ早く世界の舞台 
で経験を踏ませる方向で強化•育 



成す ることが 急務と考えます。そ 
して日本特有の スピ ード ある 攻守 
を確立し、今一気にやつていく必 
要があると考えます。最後に高校、 
大学、実業団等、日本全体が強化 
に力を合わせ、将来に向け国内の 


大会等の整備をして、ナショナル 
活動を国内大会参加の為に、意欲 
ある 選手が犠牲になるよ、 つなこと 
はなくしていかなければ本当の強 
化は出来ないと考えます。 

責任者井上浩 I 


第日回アジア女子ジュニア 
選手権大をを終えて 

大阪クドボ—ル協藝薦大磨立曇撃校 巧野相 I 二 


今大会の關催にあたって一番苦 
労したのは、開催決定が 日月 上か、 
大会が8月别日からと準備期間の 
日数が非常に短かったことである。 
特に、今年度大阪ハンドボール協 
をは、会長：3下副会長、理事長、 

副理事長等役員が一新し、運営を 
始めたところであったので、大会 
開催に大変な不安を抱きながらの 
準備であった。 

■大食開健にあたって 

国際大会を開くのが初めてであ 
るので、予算•運営•を場•チ I 
ムの受け入れ等全く資料がなく、 
何から手をつけていいかわからな 
かったのが現がである。そこで、 
毎年国際大会を關催している広島 


県協をに資料をお願いしたり、実 
際に大会を視察したりした。 

まず、資金面に関しては、日本 
協を、大阪市、大販オリンピック 
招致委員を、日本りーグの各チー 
ムをはじめ各企業、個人等に賛助 
協力を依頼し、多大な協力を項く 
ことが出来ました。特に、自治体 
の援助に関しては予算策定前に協 
力依頼をしておかないと、年度途 
中では非常に困難でした。 

を場準備では、ベンチ、オフィ 
シャル席、放送員席、立会人席、 
AHF •日本協を役員席、シ—卜 
の敷き方等細部に至るまで指示を 
受け、開会式•試合開始時まで、、ハ 
タバタと 準備に手間がかかった。 
会場設営マニュアルがあれば準備 


に手間取らなかつたと思われる。 

■国瞭大会の普巧 

外国の選手•な員を迎ぇた対応 
で、実際に目の当たりにしないと 
わからないことが多々あつた。特 
に、宗教上の理由による食事の制 
約が予想していたよりも厳しかっ 
たことである。本人に食べられる 
物を聞き、ホテルと食事メニュ^— 
の相談をし、食べ残していないか 
など、私にとって初めての経験で 
あったので非常に頭を楷ました問 
題であった。選手はホテルの食事 
に対して概ね好評であった。内容 
的には、どの国の選手も生野菜は 
あまリ食べずフルーッをよく食べ 
ていた。 

最初は中国•韓国•チャイニ— 
ズタイペイ•日本の4々国で開催 
の予定が、カザフスタンも参加す 
る事になり5々国で抽選し試合日 
程も発表した。 しかし、々 ザフス 
タンが参加•不参加が不明となっ 
たが、参加が決定したら今度は1 
日先に帰国することになつた。急 
遽抽選のやり直し、日程の変更を 
余儀なくすることになった。国際 
大会ではよく ある ことかわからな 
いが、参加•不参加が最後までわ 
からない事に驚いたが、プログラ 
ム等すべてに影響す る ことなので 
どうなる ことかと気をもんだ。 



■観客動戻 

観客動員に関しては、大販高体 
連、中体連に観客動員を依頼した。 
また、高体連を通じて、ぶ畿•全 
国のチ^~ムにも動員をお願いした。 
しかし、2学期が始まつ たこと も 
あり、 思うょうな動員が出ホなか 
った。今後、各方面に観客の動員 
をお願いし、大会を盛り上げる必 
要がある。 

■今後への反省 

今大会のょうに、国際大会開催 
経験のない者が、何をすべきか先 
の見えない状態で開催する事の困 
難さを知らされた。開催決定から 
大会までの期間が4か巧あまりで 
は、資金面、大会の案内等十分に 
出ホないし(観客動員にもつなが 
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Shanpia 


興奮をやすらぎに…… 

シヤンピアホテルダ) レープ 

[ ★スポーツ団休特別料金制度をご利用ください。 I 


ンビアホテル名ち屋 

干 460-0003 を古屋巧中区錦 2-20-5 巧052 (203)5858 代表 

■を通化下おま山おイ太る巧よりまへな歩5を 

地下铁ま山探架巧より西へほホ8みタクシーは名古屋巧より8み 

^ヤこ;ビアホテル大阪 

干 530-0052 大阪市化区南扇町 6- 23 006 (3 1 2) 已151代表 

■を通新幹な新大おがからタクシーで I 口み 

大巧空港からタクシーで20み做巧离速）大お巧から扇巧まて嘴ホ12み 

設備のご案巧•ミーティングルーム■を自動ホ灌機.乾燥機設置かがビデオ設置 

>シおンビアホテルホ巧♦シトンビアホテル青山•シ中ンピアホテル防府 

まレエンタ-プライス巧ぶをな 



る)、国際大会を關催するには十み 
な準備期間が必要である。 

大会前に日本協をと巧ち合わせ 
したにもかかわらず、会場設営や、 
ビデオ撮影の著作権の問題など漏 
れていることが多く、実際に大会 
が始まってからあわてて対嫂する 
ことが多かった。我々も、 AHF 
役員•審判の送迎の配車など不手 
際なこともあつた。このように生 
じる問題点を円滑に解決するには、 

iaiaa 


レフ エリーミー ティングは、大 
を、開催国にょって巧われたり、 
行われなかったり様々です。今大 
をでは、每日細かく巧われ、 AH 
F からはパク氏(韓国)、オメーラ 
氏(サウジアラビア)、カラフ氏(ク 
ゥて^—卜)の3名が審判員の管理 
に当たり、試合後のミーティング 
については、カラフ氏とパク氏が 
中心で斤われました。 

審判員は日本、台湾、韓国、中 
国(女性ペア)、ゲストとしてクウ 
て）トペアの計日ペアで割り省て 


事前はもちろんのこと大を期間中 
も、日本協をと主管協をが十かな 
話し合いを持つことが必要である 
と強く感じた。 

最後になりましたが、今大会に 
ご協力をいただきました皆様に感 
謝する とともに、 2001年に、 
大阪で開催する東アジア大会も、 
今大会において経験したことを生 
かして大会を成巧させたいと思い 
ます 



られ ました。この中では クウ エ^ — 
卜のペアだけが始めて見るレフエ 
リー でしたが、落ち着きが あり、 
アバウトに見えましたが金体を通 
して安定して おり、 今大会で一番 
良かったのではないでしょぅか。 

レフ エリー ミ ー ティングでは、 
国内で言われていることとさほど 
目新しいことはありませんでした。 
その中でも、々ラフ氏とパク氏が 
強調して言っていたことを述べま 
す。まず、ゴールレフ卫リ I は笛 
を吹いてしまつたならフリ—スロ 



I の方向指示はしないでコ—トレ 
フェリ I に巧せろということでし 
た〇ゴ1ルレフェリ I とコ！トレ 
フ卫 り一 の役割か担をきちんとし 
なさいということです。ぁる試合 

で、ゴ I ルレフュリ^—がコ-^中 

央でコ I トレフュリーの見逃した 
ダブルドリブルを吹いたことにつ 
いても試合の流れがスム—スでぁ 
つたにもかかわらず、夜のミ I テ 
ィングではゴ—ルレフェリ—の範 
囲ではないので吹かないょうにと 
のことでした。 

每日のミ I テイングを通して感 


じたことは、疑わしきは罰すると 
いったような感覚で、見逃したプ 
レ—については細かく注意される 
と言うことです。しかしながら、 
才^^バーでないステップを才^~バ 
1 と判定したり、退場でない場面 
で退場の判定をしたとしても何の 
コメント もありませんでした。む 
しろ外からラフに見えたプレーに 
ついてはもっと退場を出せという 
ことでした。 

体育館の中で実際にコ—卜に立 
ってみると、客席から見るより広 
く感じ、立体的な感覚がっかみづ 
らくボールも微妙なバウンドの変 
化のためかチ I ムもィ I ジーなキ 
ャッチミスが目立った。結果は、 
日本は1勝3敗であったが、々ザ 
フスタン、中国戦は共に惜敗であ 
リ、実力的には日本が5点差くら 
いで勝ってもおかしくないもので 
した。それは、技術面より精が面 
で、力が出し切れなかったためで 
はないかと感じました。 

最後に、今大をを運営して下さ 
いました大阪協をの皆様じは、朝 
早くから、夜遅くまで大変お化話 
になりました。大阪協会の組織的 
な面は素晴らしく、今後の活動の 
参考にさせていただきたいと思い 
ます。この場をお借りしてお化と 
感謝の言葉とさせていただきます。 


第5回アジアタ子ジュニア 

選手権に参加して 

コンチネンタル•レフエリ— 仲 田稔、 植村彰 
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産業医科大学整形外科教室阪田武志 
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はじめに 


平成 W 年 8 月別日から 9 巧 4 日 
まで大阪(舞州)で第 5 回アジア 
女子ジュニアハンドボ—ル選手権 
大会が開催された。日本の他、韓 
国、中国、台湾、カザフスタンの 
日力 国に ょる 大会となつた。成績 
は 1 勝 3 敗で 4 位と いう 結果に終 
わったが、負けた試合はいずれも 
大接戦であり、実力差はほとんど 
ない というの が実感であった。直 
前合宿•大会期間を通じて、参加 
選手が大きな外傷を受けたり体調 
不良に陥つ たという ことがなく、 
メディカルスタッフとしては一安 
むと いうと ころであつた。 U 下、 
メディ々ルチてック、大会中のケ 
ア、ド—ピング対策等を中心に報 
告 する。 



乂デイカル 

チェック 


月 W 日からの合流となつた。メデ 
ィ々ルチ卫ックは、8月 W 日に巧 
つた。 

過まに何度か報告してきた通り、 
今回も足関節外側鞠帯損傷 (AT 
FL 、 atfl & cfl ) の選手 

が多く、^2名中$:3名が1〜2度。の 
損傷を有していた。いずれも、陳 
旧性であり、陳旧性の部分を合宿 
期間中に再度痛めたものが1名い 
た。現時点で投球障害肩を持つも 
のが3名、非投球側の陳旧性肩関 
節唇損傷(大会後手術予定)1名 
の計4名、その他、投球側の肘に 
障害(内側側副勒帯損傷、過伸展 
障害)をもつものが計5名いた。 

肩•肘等上肢の障害のほとんどが、 
ディフ卫ンスやシユ 1 卜での接触 
プレ—を契機に生じていた。腰痛、 
膝勒帯損傷を含め、詳細は別紙に 
記載しているが、いずれもテーピ 
ング、マッサージ等でが化できる 
ものであった。ジュネラルコンデ 
イシヨニングに関しては全員良好 
であった。 


日本チ—ムは、8巧巧日から直 

前合宿を斤っていたが、メディ々 

ルスタッフは、トレーナ—として 

安部相子先生(浜脇病院)が8巧 
W 日から、ドクタ^ —として 私か8 


大会中のケア 

•ド—ピング 

対策 


大会中に微熱程度の発熱を訴え 


た選手は2名いたが、いずれも解 
熱剤の服用で軽快した。また、試 
合中に打撲や足関節捻挫を生じた 
選手が数名いたが、テ— ピン グや 
試合後の理学療法で十分対化でき 
る レベルであった。 ド—ピン グコ 
ン トロ ー ル対策と しては、 薬はド 
クタ— が一括して管理し、必要な 
時に選手に 化 方す るよぅ にし、栄 
養 ドリンク 等は とらせないよぅに 
した。ただ、 今回は 結果的にはド 
1 ピン グ檢査は執斤されなかった。 



おねりに 


国際大会とはいえ日本国内の大 
をでぁったためか、通常海外で幡 
まされる下剩、食欲不振、風邪等 
は全くみられず、コンディション 
的には全く問題なかった。ただ、 
ジュニアのょぅな若い選手は、コ 
ンディショニングも含め経験を積 
ませるといった意味では、海外の 
厳しいか況で大をに参加していた 
方が良かったのでは？といぅ気が 
した。 
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ANA CARD 


ANA カードなら、旅の応援機能満載。 
マイレージの楽しさも大きく広がります。 



ショッピングでマイルを財めるならやっぱり AN A 力ード! 


お買物やお食事でも力ードでしっかり貝宁めやすい 

クレジット会社のポイントを100円=1マイルでおめられます。 

—度で2倍ち宁まる「ショッピングアルファ」も充実 

下記のお支払い内容なら、100円=1マイルを自動的に加算。 
クレジット会社のポイントによるマイルと合わせて、100円=2マイル 
になるうれしいサービスです。 

■対象商品-店舗 

♦国内全日を各支店、空港カウンターでの航空券のお求め、および機内販売 ♦鳥島屋 •日本石油 SS •化光 SS 

ANAM つお於 感縣屋 剛ち5が1 ® み么 
さらにボーナスマイルで辟めやすさがアップ！ 

飛ぶたびに基本マイレージの1日％ (ワイドカードの場合。一般カード 
は5%)のボーナスマイル。また、毎年初めてのご搭乗時に3,000マイル 
(ワイドカードの場合。 一般 カードは1，000マイル）のボーナスマイルで 
おトクにおまります。 


今な6、一艇カード初年お年を賛 
無料サービス中です 



nUM 

お問い合わせ、入会申込書のご請求は、 
フリーダイヤル画01 20-029-707 まで 

[受か時剛9:30〜17:00让•日•お • 年ま年始を除く） 
全日空を支店、空港カウンターにもございます。 



















最強ジャパンのラインナップみ船 


ダッシュ、ストップ巧いステップワークが化おなハンドボールで、 

«もシューズに求めたい巧能はグリップホ巧。 

そこで、今巧のジャパンは吸いつ < ようなグリップカに加え、 

浦れたコートやホコリに巧いウエットグリップラバーをソールに採用 
どの巧なコート巧なでる思い通りのプレーを巧齡こしまホ 
伝巧のジャパンがハ'ージョンアップした。 

ニツボンが转れる最遵ラインナップの S をです。 



B 

< VWG-S MW 

!'卜雑¥1 6,5 V _ 



岳を スカイハンド*ジャパン WG-S 

ぁき THH 713 ィ-力-ホ望'!巧巧な¥16,51 

ヵラー/面 T 巧)ホマィト X 奴レッド•メタルゴールド 
の14幻ホマイト X 奴.ブルー•ィタルゴールド 
サイズ/の .5 〜巧 . Oot 
•97 キ3月を巧子ま 

巧聪なアシックス • インターネットでシューズの11巧を巧供しています。 http : // WWW . asics . co . jp / 

■⑩は ㈱ ァシックスの登録商?！ I です。•巧品じついてのわ問い合わせは株まを化ァシックスおきが巧該ままでどうぞ。 

で 650-0046 »戸ホ中央芭3占中町7 T 目1 ■ 1 TEL (078)303-2233(* ffi ) 甲 130-0013 ■巧■■田臣 M 糸 4 T 目10画11 H TEU 03)3624- 181用卜 (03)3624-2221( 大 ftA ) 


吉ち スカイハンド8ジャパン WG-L NEW 
ぉ* THH 712 メ-々-错備齡¥1ス500 

カラ — /面 T 巧)ホヮィト X 肺レッド • メタルゴールド 
抑の)ホワイト X 贿カレー•メテルゴールド 
サイズ/な .5 〜29.0011 
'W ホ3月巧ホ子を 


「义殊の知恵を細し巧碰赛 


掘号龄 ， i 

兩耗た賴帶;.ミ^叫 

養謹 r 

を祗觸话'が古 。 ぶず‘ 

哥學护 i で苗な;;ご為吉;: 


日本ハンドボール協をは市原専務理事体制スタート 
いらい、かなりのパワーで改革を遂行しようとの'じ、意 
気が感じられるのは、なんとも頼もしい限りである。 
機関誌9巧号の巻頭言で同専務理事が「3本部制の実 
施とその意義」と題して書かれている。最も述べられ 
たいことは、「ハンドボール文化を日本に普及•定着さ 
せるためにはどうすべきか」であろう。そのためには 
携わるすべての者の意識の改革が大切であるというこ 
とではないだろうか。 

世界のスポーツ界は猛烈なスピードで発展し、また、 
物事が進んでいるのが現がである。いまや一歩の停滞 
すら許されない時代といってもいい。わずかな停滞が 
取り返しのつかない大きな損失を招き、取り残されて 
しまう危険性すらあるのではないだろうか。 

"改革"を断斤するには、今が最高のチャンスであ 
る。「鉄は熱いうちに…」という素晴らしい先人の教え 
がある。笛吹けど脯らずでは、せっかくの新執行部誕 
生も泡と消えてしまう。引っ込み思案では物事に前進 
はない。思ったことは即座に提案し、議論を重わ、実 
行に移すことが大切である。ここはしっかりと胸にた 
たきこんで、専務理事のプラン推進に全関係者が一致 
団結することを期待している。 

ところで、同じ9巧号の末尾に「寄稿募集」が掲載 
されている。「日本ハンドボール界発展に貢献すると思 



mm 


企画-広報委員 

早川义巧 


ツースロー ク 

われる建設的かつ、発展的なご意見、ご提案を大々的 
に募集する」とある。その意義は大変結構なことでは 
ある。ただ、募集要項を見た場合、 「所属県 、もしくは 
所属団体」とは、どういう意味なのだろうか。いわゆ 
る ハンドボール に携わっている人だけが対象なのだろ 
うか。とても気になるところだ。 

事情をよく理解しないで申し訳ないが、もっと一般 
の ファン、スポーツ 愛好者に広く呼びかけることを考 
えたらどうだろうか。日本リーグや全日本総合選手権 
のを場に投稿を呼びかける ポスターを 貼るとか、ある 
いはそこで配布するチラシにメモ欄を設け、「投書箱」 
を置いて広く意見を募ることも大切なことのように思 
ったりする。あるいは 「ハンドボール 界への提言」と 
いったシンポジウム開催も一手段だろう。言いたいこ 
とはただひとつ。「ホの中の蛙」であってはならないと 
いうことである。内部の頭のきりかえは当然必要だが、 
広くなをの"頭脳"を集め、吸収することも考えたい 
ものだ。「文殊の知恵」とは、昔からよく言ったもので 
ある。 


端是: 

ミ韶 

...這;..： . 

む;;盏:; 


本巧を6、 
アシックス。 
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そこに大同特巧銅がいるから。 

ほら、ね。宇宙の夢もどんどん近くなる。 



おたちは、お空宇をゃ自 B 摩、 

エレクトロニクス、エン ジニアリングなど、 
さまきまなか野で未來を巧いています。 

大同特巧鋼 

,、 DAIDO STEEL 

本 社でが ( MW 的るを屋巿中区錶 1T 目 11-18 {巧がビル） 
友ま本な干10&な》3>まが港区西巧巧 1T 目 7-13 ( 大同ビル） 
大お支店〒541"0043大巧ホ中央区巧《巧 4T 目 1-1 (巧巧ビル) 


列 



縦 



【富山県の巻】 


新晒酿脯大を mm 9のせて 
扣00年とやま国体を巧巧をせよう 

富山県/、ンドボール協食理事長城川俊久 



2 〇〇 〇年とやま国体秋季大会 
まで、2年を余すところになリま 
した。 

2000年とやま国体がな世紀 
の国体のモデルとなることをめざ 
し、富山県の魅力を盛り込んだ県 
民総参加の感動の祭典となるょぅ 
準備が進められております。 

当 協を においても、 競技 別 総合 
優勝が大きな目標では あります が、 
選手•スタッフはもとょり協を一 
丸となり努力していきたいと思っ 
ております。 

過まには、少年男子の部におい 
て、昭和战年、扣年、則年に水見 
高等学校が国体一二連覇を成し遂げ 
るなどの輝かしい成績を上げてお 
ります0 

その当時中心選手でありました 
西山清さんは金日本選手として活 
躍し、また、一昨年能本県で開催 
されました世界選手権に出場しま 
した藤ホ孝志選手《高岡向陵高等 
学校出身)などを輩出しておりま 

4^0 

また、2000年とやま国体に 
向け、数々の事業を斤っていると 
ころであります。 

(参ジュニアの育成じついて一 

小学生については、各学校単位 
及び地区単位でスポ—ツ少年団と 
いった方法で育成を行い、大会や 


練習をの開催を行い、化信越大会 
においても 交流をを含めた大会を 
斤ぅなど、ハンドボ—ル競技のレ 
ベルの向上に努めております。そ 
の結果、平成 9 年には全国大会に 
おいて 男子の部で見事篷小学校が 
優勝、女子の部で仏生寺小学校が 
2年連続準優勝を成し遂げ、確実 
に 成果を上げて きて おります。 

また、中学生におきましても、 
平成 4 年度ょり県外チームを招聘 
し立山カップを閒懼するなど強化 
事業を行つ ており、 平成 5 年には 
全国中学校選手権において準優勝、 
平成6年には jo C ジュニアオリ 
ンピック選手権で優勝しておりま 

高校生におきましても、少年巧 
子では、平成4年度ょり県外チ— 
ムを招聘するトヤマカップを聞催 
し、少年女子でも平成7年から雷 
烏カップを關催するなど強化事業 
を斤つており、平成6年に富山県 
で開催しましたインタ—ハイでは 
少年男子はベスト8、少年女子べ 
スト；3、平成8年度インターハイ 
において少年女子が3位の好成績 
をあげております。 




般じついて 


ハンドボ^ —ル部ホ子チ^~ムが倉立 
され、 平成 7 年度から日本 リー グ 
2部に出場し、平成8年度には1 
部りーグに昇格するなど著しい活 
躍であります。 

男子につきましては、氷見クラ 
ブを中必に斤ってきましたが、平 
成 9 年度ょり実業団登録を巧い、 
幅広く活動をしているところです。 

今後は、遠征事業や招聘事業を 
巧い、レベルアップに努めていき 
たいと考えております。 

このょぅに、2000年とやま 
国体に向けて、ジュニアから一般 
まで連携を取りながら選手強化に 
取り組んでいるところであります 
が、更に韓国遠征や優秀チ—ムの 
招聘を行いながら、より一層の強 
化に取り組んで行きたいと考えて 


おります 

また、競技運営につきましても、 
審判養成並びに協を組織の強化に 
取り組んでいるところであります。 

更に、平成巧年度から 3 力年高 
等学校選抜大をを氷見市で開催予 
定であり、平成^3年度にはィン々 
レを開催予定であります。 

この様な大ィベントの開催を斤 
うことにより、 富山県ハンドボー 
ルの稲野が広がり、今後のレベル 
アップにつながる と 思つておりま 
す。 


2 〇 〇〇年とやま国体に向けて、 
各競技において実業圓チ—ムがで 
きる中、平成6年度に立山アルミ 
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き曰本 u — 罕责日ま重題な□シ之證壁 0 

を日本学生ハンドボ—ル連盟理事長 I 口田. i /— 

㈱ 日本ハンドボ—ル協会強化委員 Ell で 



第巧回男子世界学生選手権大会 
は、本年^^月％日から来年の1月 
7日まで、ユ—ゴスラビア(ノビ 
サト市)にて開催されるが、参加 
選手の選考も大詰めに入って、今 
回のロシア遠征が最終選考となっ 
た。 

選考結果は、 UI 23 のアジア予 
選の結果も加味し検訝して、研修 
選手(次回のための育成選手)と 
共に、 W 巧末までには発表したい 
と思つている。 

昨年日月に各地区学生連盟から 
推薦を受けた選手と、全日本学生 
連盟男子世界学生専門委員を推薦 
選手の約が名を第一次選考し、そ 
の後、第二次選考をで約 W 名に絞 
り込み強化合宿、各地区リ—グ、 
ヒロシマ国際等を選考対象としな 
がら、今回のロシア遠征が、最終 
選考となつた。 

日本ハンドボール協をの強化委 
員をの強化方針にょり、全日本学 
生選抜も全日本 U —のチ！ムに包 


括されて、全日本チームに優秀な 
人が を 送り出すことを 主要 目的と 
して、強化を押し進める ことと な 
った。スタッフは、が井幸禍監督 
の海外留学(ケルン大学) からが 
喜美夫監督(全日本学連理事)に 
バトンタッチされ、新たに田が修 
治コーチ(全日本学を選抜コーチ) 
と玉が健みコ—チ (u — ？3 コーチ) 
が就がし、松監督をアシストする 
ことと なつた。 

なお、留学中の松井氏は、ドィ 
ツの強化合宿からコ— チとして 参 
加予定である。 

前回 (1996 年)も、同時期 
に初めてのロシア遠征を斤ったが、 
最終選考を件に合ぅ環境や経費の 
問題等から再度の遠征となった。 

スタッフは次頁のとおりで ある 
が、玉がコ I チがジュニア予選の 
方に帯同した関係で、今回は、松 
監督、田がコ—チの指揮となつた。 

のみでなく、学生連盟で 
は強化のために、東日本学生選抜 


や各地区学生連盟の選抜チ—ムの 
海外研修遠征を斤っているが、今 
回、最終選考と強化のための厳し 
いチーム環境の中でサバィバル的 
に遠征する U —チ I ムと 帯同す 
る ことによリ 、その厳しさを少し 
でも研修遠征のプラスになるべく 
計画し、東日本学生選抜の研修遠 
征を 、ロシア ハンドボ^ —ル協を* 
クンツボ•チェスカ両クラブの協 
力で、受け入れが出来て、初の口 
シア 研修遠征(個人負担)が実現 
した。 

研修遠化ではぁったが、この中 
に u —？3 の追加候補に該当する選 
手の新たな発掘も目的のひとつで 
ぁった。 

自分が U — S チームのチ I ムリ 
I ダ I を務める関係で、東日本学 
生選拔の団長兼監督には、海外遠 
征の経驗豊富な滝口一二郎関東学連 
理事に依頼した。 

8 巧 挑日、 アエロフロート 国際 
航空で化発、同日夕方モスクワに 


到着して、モスクワ•オリンピッ 
ク時の選手がの宿舎に入り型曰か 
らの活動に備えた。 

全日程の W 日間をモスクワに滞 
在したが、到着日と出発 日を 除く 
と実質8日間で U — のが7試合、 
東日本学生は7試合と1日の講習 
をといぅ、ややハ—ドなスケジユ 
1ルであったが、ハンドボールの 
みでなく、ロシア事情、その化の 
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遠征乂ンけ一 


(全日本学生連盟理事長-日本ハンドボール協会強化委員） 
(全日本 U —の監督-函館大学監督） 

(全日本 U — 23コーチ.東海大学監督） 

(日本ハンドボール協会医科学委員会-熊本日本ホ十字病隙) 
(日本ハンドボール協会医科学委員会-岡本整形外科病院） 
(エモックエンタープライズ） 

(日本大学 4年•東京高等学校） 182 cm 82 kg 

(福岡大学 4年-义工大付高校） 184 cm 80 kg 

(早柿田大学 4年-香川中央高校） 173 cm 64 kg 

(早稲田大学 4年-盛岡第一高校） 180饥1 72 kg 

(中央大学 4年•桃山学院高校） 176饥1 68 kg 

(日本体育大学 4年•桃山学院高校） 172 cm 68 kg 

(日本体育大学 4年•化陸高等学校） 182饥1 76 kg 

(大阪体育大学 4年-化陽高等学校） nOcm 65 kg 

(筑波大学 4年.小松工業高校） 176 cm 70 kg 

(大販体育大学 4年-化花学院高校） 188 cm 80 kg 

(法政大学 4年-春日高等学校） 188饥1 83 kg 

(筑波大学 3年-桃山学院高校） I 84 cm 73 kg 

(日本大学 3年.上浦日大高校） ！75 cm 64 k 呂 

(日本体育大学 4年.桃山学院高校） I 8 lcm 70 kg 

(順天堂大学 4年-小松工業高校） 182 cm 80 kg 

(福岡大学 4年-大み電波高校） I 8 lcm 68 kg 

(早稲田大学 4年•香川中央高校） ！8 lcm 71 kg 


チームリ ーダー 
へッ ドコ ー チ 
コーチ 
ドクター 
トレーナー 
総務兼通訳 
選 手 G K 
G K 
C P 
C P 
C P 
C P 
C P 
C P 
C P 
C P 
C P 
C P 
C P 
C P 
C P 
C P 
C P 


介夫治彦彥子晴寿努之次人了良康明季之巧明星和輝 
賢喜修克邦信丈-祟憲博真友英直雅克雄{友元 

地 村間山須井川 藤致上口川川島生家見林藤木田 
义 

福が田佐岩一二まを所武小井を下小み瓜古鶴松加植高 


えた。 

最後に、今回の遠征では、ロシ 
アハンドボール協を、ロシア在日 
大使館、クンツボクラブ、同クラ 
ツホフ監督、チュス々クラブ、同 


マキシモフ監督のロシアサィドの 
みでなく、国内各方面の皆様に、 
多大なご支援ご協力をいただいて 
おり、紙面をお借り致しお礼を申 
し上げたい。 


占をで蓋涵雜曹 一 


ロシア I 废化から_ 

1得たもの 

„ 松喜美夫 

スピ— ドの ある 精度の高い オフ 
ェンスと、 大型 プレイヤー に対す 
る 積極的な デイフ H ンスを 課題と 
した、選考と強化のための今回の 
ロシア遠征であった。 

オフェンス 面では、 ヒロシマ 国 
際の経験が大きく、東西学生選手 
権大会終了後、時間がなくて満足 
な練習が出来なかったわりには、 
それなりのコンビネーションを見 
せていて、所の読み、小薇のやや 
トリッキー 気味な異なった两ゲ ー 
ムメイクから一応の得点力を見せ 
ていたが、1試合での ミスの 発生 
率は平均^5回弱となっておリ、こ 
の点の改#1が課題となっている。 
デイフユンス 面を見る と、190 
側台が不在で、大型の外人を相手 
にしては、現時点ではパワー不足 
は否めず、ぶ生、永島、古家、松 
林などの頭張りはあったが、後半 
の スタミナ 消耗時に押し込まれた 
リ、振られた りするシ ー ン が、し 
ばしば見られて失点となっていた。 

第；^回男子世界学生での上位進 
出は、デイフ卫ンス陣の強化、頑 
張りがあったものであり、今後、 
オフユンスパタ—ンの多様化とデ 


経験も出来て 、 U — のなび東日本 
学生は共に所期の目的を果たし、 

9巧4日が時巧夕 発のア エロフロ 
1卜国際航空で モスクワを 離れ、 

5 日の 9 が巧分に成田空港に無事 
に到着した。なお 、 U — のなび東 
日本学をの戦績は別記のとおりで 
ある。 

U — のは、クンツボ II 及びチ 
エスカのスーパ—リーグチ—ムと 
5 試合、クンツボ ー U と 2 試合で 
あったが、スーパーリーグの両チ 
—ムは、共に、高さ、パワ—、ス 
ピ^—ド、ボ^ —ルに対する執着むと、 
基本に忠実なプレ—を見せてくれ 
た。選手のみでなく各試合共雨監 
督の熱むな指導と真剣な采配が見 
られた。 

クラツホフ(クンツボ)•マネ 
シモフ (チ H ス カ) 両監督は、 9 
巧日日から ロシアスーパ—リ I グ 
が聞幕ずるために、強化、調整の 
時期であり、スヶジユール的には 
ちょぅど良く、今後もこの時期の 
受け入れに支障のないことを申し 
出てくれた。 

選考後のチーム構成や戦術面の 
問題、オフェンス•ディフユンス 
面の課題もチ卫ックされており、 
代表選手及び研修選手が決定後は 
W ジャパンカップ、強化(ドィツ) 
•調整(ハンガリ—)合宿を経て 
本大会に挑むスケジュ I ルである 
が、今後も積み上げが大事となつ 


ている(技術的なことは別記のが 
監督の評を参考願ぅ)。 

東日本学生選抜の研修も、前述 
の ごとく、 所期の 目的を十かに 果 
たしており、各地区のリーグやそ 
の他の活動に生かされて くると 思 
われる。 

参考までに、今回の遠征で、経 
験したり、聞いた ことを 若卞なが 
ら記してみたい。 

日本の U I のの力を見たいこと 
と、 ユニスを吸収した こと やマネ 
シモフ•ロシア代表チーム監督を 
招いたことで、チェスカのチ—ム 
力がアップしたと聞いているので、 
關慕前にそれを確認したいとして、 
ロシア協をアレネサンダーを長が 
クンツボスポーツホ^~ルへ観戦に 
来てくれ旧交を温めることができ 
たが、その時に、同を長は「ロシ 
アハンドボール界も、熊本で活躍 
した選手の今後の年齡等を考慮す 
ると、 シドニ . — 、アテネを わらぅ 
には、若手選手の育成が急務であ 
る」 としていた。 

しかし、 スー。ハ— リ—グをはじ 
めとして、各りーグの再編があつ 
てス^—パ • —リ I グが 6 チーム構成 
からじチ—ム構成と なつたり して 
いたものの、マィンが経営不振で 
解散、ユニスがチュスカに吸収さ 
れるとか、経済環境の悪化がクラ 
ブ経営に影響し、若手選手の育成 
にも厳しい環境下にあることも窺 
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ィフユンスシフトが大きな強化ポ 
ィントとなって来るので、この点 
を強化したいと思っている。その 
意味でも、今回の遠征の成果は大 
きかった。 


試合結果 


U 月巧日 



U — 班の先取点でスタ—卜。6 

か ES 降、 クンツ ボに速攻などで 4 
点連取され、その後、 5 点差をな 
防に、一進一退で推移したが 、 W 
か過ぎに 、 U — のが速攻などで逆 
に 4 点連取して、 1 点差に詰め寄 
つた直後、ミスが出て突き放され 
前半は6点差で終わった。 

後半は 、 U — のが良く頑張り、 
一時は2点差としたが、 ロシア 代 
表 KEKELIA•DAVID 中 
、むに權実な プレ^ ~を見せる クンツ 
ボ II にミスを 衝かれ、主導権を 
握られたまま、白分のぺ I スに卷 
き込めず、前半の点差のままで終 
了した。 7 月に ヒロシ マ国際で対 
戦した アイスランド チ—ム とは 異 


なる高さと手足の長さに、第1戦 
としての戸惑いが感じられ、敗れ 
はしたが、ロシアス I パ I リ I グ 
所属チーム相手に、 W 得点の下川、 
6得点の鶴見の两サイドのスピー 
ドのある攻撃とホ家の積極的なミ 
ドルシュ I 卜、また、所のゲーム 
メイクからの早い攻撃(速攻のみ 
でなく、。ハスワーク•カットイン 
含)にも見るべきものが窺えた。 
なお、クンツボ11は、ロシアス 
1パーリーグでは平均年齢が一を 
若いチ—ムとされ、 W 才からなネ 
内外で構成されている。 


点差の大差で終わり、大勢が決し 
たかに思われたが、後半は、第1 
戦出場の選手で固め、特に瓜生、 

永島、古家、松林等の踏ん張りと、 
所の好リードで攻めのリズムを取 
り戻し、下川、ザ上の積極的なサ 
ィドアタックで 4 点差まで詰め寄 
つたもののクンツボ — H に逃げき 
られたおで終了。 

瓜生、永島、古家、が林の DF 
陣の頭張りと、ゲームメイクしな 
がらも W 得点した所の活躍が、今 
後の巧るいが料となつた。 

♦8 月巧曰 



クンツボー I と異なり、若手中 
むの伸びやかなが象で、速攻を多 
発するスピ I ドの ある チ^ムで、 
U I のにやや似たチ I ム々ラ^ —で 
ある 。 U — S は選考も兼ねている 
関係で、昨巧日のスタメンから一 
新したメンバーでスタ—卜した。 
立ち上がりは、お互いの探りあい 
であったが、 U — 蘇の消極的なプ 
レ—から足を封じられて、ミスが 
出た 7 か過ぎからクンツボ In の 
速攻を許し、連続 7 失点で前半 9 


U— 的は、所の積極的なゲーム 
メイクを起点に早い攻めを見せて 
チャンスを作るが、展終的には詰 



めの良いクンツボ I IDF のプレ 
ッシャ I かノ I マ I クシユ I 卜の 
ミスなど あがって、今一つ得点が 
がびず、前半を日点差で終わる。 

後半は、 DF 陣の頑張りを、、ハッ 
クに、所、小數両センターの巧り 
- —ドから小川、古家のフロ I 夕 I 
陣のミドル、下川、鶴見のサィド 
アタック等で W か過ぎまでは粘り 
強く 3 点差をキ—プしたが、その 
後、クンツボ II のパワフルでテ 
クニックの ある 個人なに 4 点連取 
されて敗れた。なお、この試合で 
も、大きい相手の DF が課題とな 
つているが、今後の DF シフト(〇 

— 6 • 3 — 2 — 1 他)決定の参考 
となる試合であつた。 

♦日月岂 



U I のは、スタ I 卜から DF • 
OF 共に良く足が動き、 7 分過ぎ 
から速攻、サイド攻撃(下川•井 
上他)、カットイン(所•小薇)な 
どでバランスの良い巧めを見せ、 
6連続得点して主導権を握り、そ 
の後もコンスタントな得点と、〇 
— 6DF シフトで良く守り、前半 
を6点差で終了。 


後半に入っても、を口 •小川* 
古家などのロング、サィドの速攻 
などで先巧し、一がは別が U と W 
点差をつけた。残り W かから 5 か 
にかけて、大量り—ドと大きい巧 
手の対戦にょるスタミナ消耗もあ 
り、 7 点差まで追い上げられたも 
のの、危なげなく ロシア遠征の1 
勝を飾った。 

令9巧1曰 



クンツボクラフとの最終戦であ 
り、お互いに気の入った一戦とな 
った。 u —？3 は、右サイド=小薇 

(下川は怪我)•右が度 U 古家. 
センタ 1 U 所•左が度=:小川•左 
サイド==鶴見•ポスト U 瓜生の〇 
F スタ—トメンバーで試合が開始 
された。 

前日の勝利の余勢と DF 陣の頭 
張リがあって、最後まで1点を争 
ぅ、どちらが勝つかわからない展 
開であったが、1点の重みを充夕 
に実感させられる試合(所主将評) 
であった。 

両サイド攻撃、ミドル、速攻に、 
今までクンツボに封じられていた 
ポスト攻撃と幅広いなめを見せて 
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▼参考資料(チーム） 《カツコ巧は、総攻撃回数に比較した。 



日•の 

クンツボ - I 

8•巧 

クンツボ -11 

日.巧 

クンツボ - 1 

日.31 

クンツボ -II 

9*01 

クンツボ - 1 

9*02 

チェスカ 

9-03 

チェスカ 

攻撃回数 

7個 

6個 

71回 

B 1 回 

郎回 

己4回 

日日回 

シュ ー h 

5妹け7%) 

49本(76%) 

已5本(77%) 

48本 (7 日％) 

日4本 (7 日％) 

4妹け脱） 

4日本 (61 %) 

得 点 

31点(日日％) 

29点巧9%) 

23点 (4 日％) 

30点(が％) 

巧点 (51 %) 

巧点(目3%) 

19点(47%) 

ミス発生 

16回 

巧回 

1日回 

巧回 

M 回 

11回 

2日回 


◊ 1試合の平均攻撃回数二 64.9 回 ◊ 1試合の平均シュー h 数二4日.1本◊ミスは巨 K ち含む 


▼個人得点記録 


U 

一巧 


巧 


15 1 B 


1611 


己7 

C 

SKA 


U - の 

19 

に7 

I I 

如16 
37 

CSKA 



日•巧 

クンツボ - 1 

8.2 日 

クンツボ -II 

8.29 

クンツボ - 1 

日 .31 

クンツボ -II 

日.01 

クンツボ -I 

9•日？ 

チェスカ 

目 .03 

チェスカ 

巧 

3 

1〇 

1 

已 

4 

己 

怪我欠場 

武藤 

□ 

□ 

0 

〇 

□ 

□ 

1 

ル數 

□ 

3 

吕 

吕 

4 

己 

己 

井上 

1 

己 

0 

已 

□ 

0 

1 

谷口 

1 

己 

0 

E 

己 

1 

1 

下川 

10 

1 

5 

己 

怪我欠場 

怪我欠場 

怪我欠場 

ル"1 

3 

□ 

己 

4 

1 

白 

4 

永島 

1 

1 

□ 

0 

己 

1 

□ 

瓜生 

0 

1 

1 

1 

己 

□ 

己 

古家 

巨 

□ 

2 

己 

7 

已 

1 

鶴見 

已 

0 

巨 

□ 

4 

3 

己 

松林 

□ 

□ 

1 

〇 

1 

己 

4 

加藤 

□ 

吕 

□ 

己 

己 

□ 

□ 

植木 

0 

吕 

0 

□ 

0 

0 

1 

高田 

0 

E 

0 

□ 

□ 

0 

0 









GK 吉井 

白 

0 

□ 

□ 

0 

□ 

0 

日 K 谷川 

0 

0 

己 

□ 

1 

怪我欠場 

怪我欠場 


推移、^^み過ぎに小川、古家、所 
の 3 連続得点で追いついた。 W か 
過ぎに、主将所が怪我で退場とい 
、っ アクシデントがあつたが、しか 
し、小薇•ハ合口が良くその穴を埋 
めて、終了間際に2点連取で1点 
リードで祈り返した。 

後半も良いスタ I 卜を切り、一 
がは 3 点をリードしたが、巧か過 
ぎにロング•ポストで同点に追い 


つかれた。その後は、小川の ロン 
グ、小薇のアンダー、古家のミド 
ル、松林の速攻などで加点したが、 
チェス々も得点を加えた。終了前 
2分強の巧対扣の時に、 U — のに 
退場者が出て巧対如にされて、そ 
のまま ズルズル かと 思われたがに、 
5人で良く動き コンビネ I シヨン 
を使いながらが対洗にし、さらに、 
その後、1点づつ取り合って、残 


1点を取り合ぅ接戦となつたが、 
後半、残り W 〜5みの課題である 
DF の スタミナ (メンタル部分も 
含む)の衰えも見られず最後まで 
頑張ったが、1つのミスで惜しい 
試合を失った。 

爭9弓2曰 


チェス々は、スーパーリーグ前 

期4位のチ—ムで、ロシア代表 (C 

P . GK )、 前回の世界学生参加 口 

シア学生代表3名のいるチ I ムで、 

本年度から、ユニス(前スー。ハー 

リーグ)を吸収合併し、新たにマ 

キシモフ監督(ロシア代表監督 • 

熊本世界選手権大会優勝監督)を 

迎ぇた上り坂のチームで、今季の 

ス I パー リ '—グ制覇をわらつてい 

ると 言われているが、そのチーム 

力を視察のために、ロシアハンド 

ボール協をアレキサンダ^~を長も 

観戦に来ていた程でぁり、モスク 

ワで期待されているチ^^ムでぁる。 

ロシア代表選手をベンチに下げ、 

若手中心のメンバ—での先発であ 

つたが、パワーとスピ—ド、正確 

なプレーで先制。 U かまでは6が 

3。その後、3点差を追う展關で 


りが間加秒を5人で良く守り？： H 対 ♦ g 巧3曰 
ので引きかけた。 DF 陣の頑張り 
が引き分けた大きな要因であった。 


チェスカは、昨日の引きかけが 
不本意と して、 試合前のアップか 
ら気迫に満ちていたが、スタメン 
は日日ょりのス—パ—リ—グの開 
慕戦に合わせてか、昨日のメンバ 
!にロシア化表 (GK •サイド) 
を加えた正規メンバ—での対戦と 
なつた。 

ul ?3 は連戦の疲労から か、 滑 
リ出しの調子が悪く、。ハス ミス 他 
イ^— ジ .—な ミス かあつて、それを 
チュスカに拾われ速攻で確実に加 
点されて、前半で勝敗を決められ 
た。 

後半も、 GK 吉ザの好キーピン 
グが出たが、チャンスを確実にも 
のにしたチ卫ス々に圧倒され、な 
すすべもなく敗れ、ス I パ I リー 
グの高さとパワー、正確なプレ— 
をまざまざと見せつけらた一戦で 
あり、まだまだデイフユンスの強 
化、大型プレイヤ—への対応に、 
課題の残す一戦であった。余談で 
はあるが、ハンガリ—で開催され 
た男子世界学生への参加選手の動 
向を知る事や、旧六乂を温める事が 
できた。 
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ま日本学生とクンツボ選手 
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胤)日本ハンドボール協会評議員関東学生ハンドボール連盟理事 滿口 


東 

日本 

爭 

生 


巧 


ie 13 


1615 


31 

KyilUEBO- II 


関東学生選抜の団長として、過 
ま、ドイツ•フランス•スイス • 
オランダ•その他へ何回かの遠征 
経験はあるが、ロシアは初めてで 
あり政治情勢の不ぞ定、治安面な 
ど若モの不をを感じながらも、ま 

た、逆に、いろいろな面でロシア 

はどのようなところかといつた期 

待も交差しながら、全日本学連福 


地賢か理事長ょり話のぁった、東 
日本学生選抜チ—ムの団長兼監督 
を引き受ける事となつた。 

東日本学生選手権大会の後や国 
体ブロック予選の関係もぁって、 
チ—ム としての 合同練習は少なか 

つたが、今回の日程を見ると、モ 

スクワを 離れる ことなく、 全日程 

を同一宿舎(オリンピックセンタ 


1)、同一を場(クンツボ体育館) 
で、到着した翌日から出発日の前 
日まで、8日間で7試合を行うと 
いう 日程が組まれたので、従来の 
試合の中から自夕でつかみ取ると 
いうょりは、 午前 U 練習、午後 U 
試合とか、その反がのスケジユ I 
ルで、合宿形式に近い トレー ニン 
グ研修であった。 

学生界のレベルアップや若手指 
導者の育成、地域交流といった遠 
征目的であるが、技術的には、口 
シアのスーパ I リーグに所属する 
クンツボ|1やハィ^5^ -1 リーグに 
所属する若手中必のクンツボ I n 
のチ^—ムの、高さ、。ハワ^ —、スピ 
I ド、基本に忠実なプレーが、選 
手への大きなプラス材料であった。 
また、クンツボチ I ムのコ；チに 
よる講習をも、熱、むで下寧なもの 
であって言葉の不自由なハンデイ 
も感じられない程であった。 


♦日月巧曰 


全日本 U —対チてス々戦を観 
戦できたり、 U — の選手と帯同で 
東日本のみでなく、各地区との交 
流ができた事で、当初の目的を果 
たした と思う。 

若手 コ I チもロシアのハンドボ 
) ルの技術のみでなく、何事も積 
極的に吸収しょうという姿勢が見 
られ、今後の指導に期待が持てた。 

紙面の都合もあり、簡単にまと 
めさせて もらった が、ハンドボ I 
ルのみでなく、ロシア社を情勢、 
その他、いろいろと勉強させても 
らった 初めてのロシア遠征であっ 
た。 

学生選手の意欲も充々に感じら 
れたし、機をがみえられれば、ま 
た参加した いと思う 程であった。 

最後じ、ご関儒皆様のご協力に 
て、遠化が無事終了する事ができ 
た事を、お礼申し上げたい。 


長旅と到着翌日でありながら、 
前半は岡部《日体大).栗田(同) 
•楼庭(順天堂)などが良く動き、 
一進一退で推移した。後半、2か 
から東日本学生にィ I ジ I ミスが 
出て、3連続失点、さらに、巧か 
から化かまでに7失点を許して突 
き放され、残り日か間を1失点に 
抑えて、化川(国±館)•宮城{同) 
•栗田•龍川(日体大)で追い上 


参東曰本学生强坊テー：！ □_ ジア研修遠征韻を書 


試さ結果 
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ンパー 


(関東学生連盟理事) 
(全日本学生連盟） 
(法政大学コーチ） 
(茨城大学コーチ） 


(ェモックエン タープライズ） 


(国±館大学 

3年 

• 横須賀学院高） 

1 83cm 

(日本大学 

4年 

• 大み電波高校） 

189cm 

(日本体育大学 

4年 

• 興南高等学校） 

178cm 

(日本体育大学 

4年 

• 東根興業高校） 

172cm 

(日本体育大学 

4年 

• 桐光高等学校） 

167cm 

(順天堂大学 

3年 

• 呈本木高校） 

188cm 

(茨城大学 

3年 

-日立第一学校） 

183cm 

(国±館大学 

3年 

• イ尹奈高等学校） 

182cm 

(日本体育大学 

3年 

• 熊本市商高校） 

180cm 

(国±館大学 

3年 

• 興南高等学校） 

177cm 

(日本体育大学 

3年 

• 伊奈高等学ネ交） 

176cm 

(国±館大学 

3年 

• 横お商工高校） 

180cm 

(日本体育大学 

3年 

•桃山学院高校） 

! 75cm 

(函館大学 

2年 

•城山高等学校） 

190cm 

(函館大学 

2年 

-西武台高校） 

184cm 

(拓殖大学 

2年 

• 巧大第一高校） 

184cm 

(拓殖大学 

2年 

• 巧大第一高校） 

180cm 

(函館大学 

1年 

-九州学院高あ） 

18 Icm 

(函館大学 

1年 

-高岡向陵高校） 

188cm 


KyHHEBO-TI 


団長兼監督 



滝 

P 

団長補佐 



福 

地 

コーチ 



市 

村 

コーチ 



岡 

本 

跪務兼通訳 



鈴 

木 

選手 ！ 

G 

K 

橋 

本 

2 

C 

P 

江 

藤 

3 

C 

P 

伊 

禮 

4 

C 

P 

栗 

田 

5 

C 

P 

岡 

部 

6 

C 

P 

搭 

庭 

7 

C 

P 

一 さ J 賴 

8 

C 

P 

づヒ 

川 

9 

C 

P 

平 

井 

10 

C 

P 

宮 

城 

II 

C 

P 

大 

村 

12 

G 

K 

小 

林 

13 

C 

P 

龍 

川 

14 

C 

P 

巿 

山 

15 

C 

P 

伊 

東 

16 

G 

K 

釣 

本 

17 

C 

P 

今 

野 

18 

C 

P 

外 

P 

19 

G 

K 

向谷内 


東曰本 
学 を 

jg 

10 9 
I I 
141日 

品 

Kym 旧 BO-I1 


東曰本 
学 を 
P 日 

に B ‘ 

11 

1719 

那 

讓肥 BO- I 


東曰本 
学 半 
己5 

1 M 3 
I [ 

P 1 _14 

35 

KyHUBBO- 1 
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前日の U — S の試合振りから見 
て、クンツボ In と異なり、スー 
パーリーグ所属チ！ムで、さらに、 
高さとパワーアップされたチ—ム 
で、正確さやスピードがあり苦戦 
が予想されたが、前半開始日分間 
は、探り合いのょぅな展開で両チ 
—ム共に無得点で経過。日か過ぎ 
にクンツボに先制されたが、栗田 
の速攻からすぐに取り返した。そ 
の後、東日本学生のゆっくりした 
攻撃に相手がぺ—スに嵌り、25分 
までは外口 (函館大)の好リ—ド 
で江藤(日本大)•栗田が加点し 
先手を取つていった。しかし、巧 

かからは東日本学生のミスを衝か 
れて4連続得点を許して、その後 

は1点づつを取り合い前半は1点 

差で終了。 

後半、東日本学生は、平ホ(日 
体大)などのデイフ H ンス陣の頑 
張りもあったが、動きの鈍った東 
日本学生をクンツボが翻弄して着 


開始早々1か、クンツボーロに 
先行されたが、その後は、市山(函 
館大)•江藤で同点に追いつき、 

W 分過ぎまでは2が2のロースコ 
アで推移。その後、ミスを衝かれ 
て3点連綻 • 4点連続と失点があ 
つて離されたが、残り7かからデ 
ィフてンスの頑張りを背景に、伊 
禮(日体大)•栗田•髓川の連続 
速攻と桜庭のミドルで5点差にし 
て前半を終了した。 

後半開始早々に2点連続得点さ 
れて；5が9と7点差にされた時は、 

このままズルズルといくかと思わ 
れたが、ム—ドメーカー髓川の7 

か • 8みの連続得点と9夕江藤の 

得点から流れが代わり、かから 

平井などのデイフユンス陣の頭張 
りとクンツボの雑ななめで W 分間 
無得点の間、栗田の速攻、桜庭、 
宮城(国±館)のミドル、漉川の 


開始早々宮城のミドルの得点で 
先行、その後、クンツボに3連続 
得点を許したが、6かに岡部、7 
かに宮城、8かに栗田と連続得点 
で追いついたものの、その後、な 
撃が単調となり、無得点で経過す 
る中、クンツボに5得点を許し、 
そのままの流れで前半を終了。 

後半に入っても、東日本学生の 
動きが悪く、龍川、江藤、化川の 
単発得点で推移し、大敗した。 

爭9月1曰 


日に逆転負けしたクンツボは、 
スタ I 卜から気迫のあるな撃を見 
せてきたが、それが気負いとなつ 


げたが届かず敗れた。高さとパワ 
I に対して、スピ—ドでなく頭張 

つた。 

♦日月巧曰 


実に得点を重わ大差で終了した。 
東日本学生の中では、ディフユン 
ス平か、オフ H ンスでは栗田•桜 
庭のコンスタントな活躍が目立つ 
た。 

令8月巧曰 


速攻と7点連続加点し逆転、その 
後も、残り日分間で漉川、宮城、 
伊禮が加点して、ロシア遠征初の 
勝利を手中にした。 

♦8 月5；曰 


てミスが化て、 W かまでは4が4 
のィ—ブンで推移した。しかし、 
その後は、確実なゲーム運びを見 
せるクンツボが常に先行し、栗田、 
桜庭、大が(日体大)などの得点 
で迫るが、前半を終了。 


後半 W かまでは、お互いが点を 
取り合ぅおで前半の6点差のまま 
で経過したが、！5み過ぎから東日 
本学生のミス多発で無得点の間に 
クンツボに得点を許し、残り4み 
で、市山、伊東(函館大)、今野覆 
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殖大)が連続得点したものの、才 
フェンス•デイフェンス共にバラ 
ンスが悪く大敗した。 

令9月2曰 


大がの得点で先制したが、5分 
過ぎにィ I ジーミスから3連続失 
点し、；5分経過時点で6が U とリ 
1 ドされた。その後、大がの好ゲ 
I ムメイクから宮城のカットイン、 
髓川の速攻などで追い上げるが、 

体格、スピード、。ハワ—に押され 

気味に推移し、 U が W でがリ返し 



栗旧の速攻で同点に追いついたが、 
W 秒後にクンツボに決められて、 

1点のアヘッドとなった。残り巧 
秒、大村のシユ—卜がゴールを割 
る事ができず、1点差の惜敗とな 
つた。最終戦を飾れなかったが1 
点の重みを充かに経験できた有意 
義な試合であった。 



2年に一度、東日本ブロックの 
各学生連盟の共同行事として、技 
術習得•地域交流•国際経験他を 
目的に、1994年から2年に一 
度行われている研修遠征である。 
i 刖2回はドイツ(フランクフルト 
中むとグリュンベルグ中心)であ 
ったが、今回は遠征先環境、費用、 
その他諸条件を考慮し、全日本ア 
ンダ I 说(全日本 U —の)と帯同 
の形でロシア遠化となった。 

モスクワオリンピックの時の選 
手宿舎とされており、建物の老朽 
化は否めないものの、現在でも、 
モスクワで開催される大会の宿舍 
として利用されていて、我々の入 
る1ケ月程前に行われた世界ュ— 
ス大会の宿舎ともなつていた。 

クレムリンから化化西に位置し 
たところで、地下鉄のクンツボス 


カヤ駅から徒歩巧み程の地下鉄線 
路(この区間のみ地上走斤)腺の 
道路から一歩入った閑静な郊外地 
で、おくには日本で言ぅ公団的な 
アパートが数棟建っていた。隣接 
地には商店の類はなく、クンツボ 
スカヤ訳前にコンビニ的な店舗な 
びキオスク的なものが所在してい 
た。選手の買い物もここまで来な 
いと出来なかった。 

宿舍は U — のと同じであり、浴 
室はなくシャヮー対応であった。 
食事も同ーメニユーであったが、 
朝食は、ミルク粥といぅか牛孔に 
米入りのスープといった感じのも 
ので、甘味が強めで最初に食した 
時は、特に抵抗感がなかったもの 
の、数日続くと食が細くなる。こ 
のスープにパンにサラミかソ—セ 
1 ジが2〜3切ついていた。昼食 
がメィンでボリユームのあるもの 
が良く出ていた。夕食は総体的に 
軽めであったが、ボリユーム的に 
はそれなりのものがあった。 

短期間で集中的な試合と講習を 
で合宿といった形式であったが、 
個々に、それぞれが大きな収穫で 
あったと思われる内容であった。 

ロシアのハンドボ—ル事情に関 
しては 、 U — のの報告があると思 
、つので、ここでは、敢えて触れな 
いが、研修遠征としての環境は申 
し分なかった。 

遠征前に、在日ロシア大使館関 


た。 

後半に入り、江藤を中心に、巿 
山、一之瀬(茨城大)、平ザなどの 
デイフてンスの連携が良くなって、 
オフ卫ンスも、宮城のミドル、々 
ットイン、龍川のサイド、外口の 
ミドル、化川のポストなどで互角 
に戦ったが、1抓半の5失点が大き 
く立ちはだかり敗れた。小林《国 
±館)、橋本(同)、鶴本(拓殖大) 
などの GK を含めたずりの良さが 
見られた。1年生ながら外口など 
今後の活躍が期待される選手もい 
た。 

爭9弓3曰 


今回の遠征の最終戦という事で、 
『絶対に勝つ』という気持ちが全 
面に出て、ム！ドも良く、それが 
試合內容にも表れて、全員でずり、 
なめるというチームが機能し、前 
半からが禮、漉川、大が、栗田、 
一之瀬などでコンスタントに得点 
を重ね、江藤•平井•市山を中必 
にデイフ H ンスも良く頭張った。 

後半に入っても今野、大村、栗 
田などがチヤンスを生かして得点、 
一進一退の展開が続いた。 W 夕、 
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※カツコ内は、総攻撃回数に比較した。 


◊1 試合の平均シュー K 数二 47. 3本◊ミスは GK も含む 
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ょ、 っに なってきて、ロシアのチ— 
ムに1勝できたことは、私にとっ 
て自信につながりました。また、 
今回の遠征でキャプテンとして、 
いろいろな大学で違うプレ I をし 
てきている人間が集まつて、1つ 


録 

記 

点 

得 


固 


のチームにまとめよぅとがんはつ 
た結果が、1勝といぅ良い結果が 
出せたことで大役を果たせたよう 
な気がします。また、ロシアは物 
価が暴落していて、日本と一緒な 
のに驚いたことと、国中がタバコ 


の国というげ象を持ちました。今 
回の遠征は私にとっていろいろな 
意味で大変勉強になりました。 


係者より、ロシアの治安悪化が目 
立つので、夜は表通りから脇道に 
入らないようにと忠告を受けてい 
たが、前述のごとく宿舎環境はそ 
のような場所ではなく、夜間の外 
化そのものもせず、この点での問 
題もなかった。 

今回のメンバーは関東なび化海 
道学生連盟加盟選手であったが、 
国体予選とバッティングしたため 
化信越及び東化学生連盟選手が参 
加出来なかったので、今後は、こ 
の点の調整の必要を感じた。 

4年生 U 3 名(指導者志望). 
3年を U 9 名 • 2年生 U 4 名 • 1 
年生 U 2 名の選手構成であったが、 
岡 部•伊禮•粟田の4年生が良く 
チ—ムを引っ張ってくれたが、3 
年生も良くアシストしていたのが 
チームの雰囲気に反映していたと 
思われる。！〜 2年生も良く頑張 
り、帰国後の秋季リーグ、その後 

各大会などで期待を持てる選手が 

多かった。 

コーチ陣は、将来の指導者を志 

望している 巿が•岡本両若手コ ー 

チに依頼したが、両コーチともに 

熱心に研修していた。コーチ術の 
みでなく、あらゆる面で知識吸収 
しようと する意欲が感じられて、 
ロシアハンドボ 1 ルの基本戦術の 
インプットされているコンピュ— 
タソフト (ロシア語版)の入手や 
参考書の取得とか意欲的な姿勢が 


見られた。なお、岡本コーチは、 
1994年に斤われたドィツ研修 
遠 ffi の時に1年生ながら参加経験 
があり、その遠征が今回の遠征に 
も繫がつているとしている。 


歯00困置因畳囲因畳置围畳困置困畳困畳困置围畳西置西畳困置一|| 

回教巧麵遊 

恒替鬟 

I 岡部類~ 

邮畳谭畳畳困00醫畳畳留里屋曹畳囚畳00醫畳畳醫回範 

私は、中学1年生の時から U 年 
間ハンドボ—ルを してきて、 今回 
の東日本学生選抜選手と して ロシ 
アに遠征ができたことは、私のハ 
ンドボ^—ル観においても、これか 
らの自分の人生においても大変勉 
強になりました。ロシアはハンド 
ボール界において世界1位といぅ 
こともあって行く前は緊張の連続 

でした。そして、ロシアの選手は 

やはり大きく、本当にこんな選手 

達と自夕が試合をするのかと驚き 

ばかりでした。しかし、実際は試 

合をしていくと最初の方は大きさ 

に圧倒され小さくなってしまって 
自分の得意とするプレ I ができな 
いままでしたか、試合をこなす度 
に、大きさやパワーはすごいもの 
の、スピ—ドやテクニックは日本 
人の方が上回っていることに気づ 
き、徐々に自夕のプレーができる 
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平成 w 年度第 2 回日韓交流合同合宿 ( u — w ) 報と口 


U — け女子監督高野郁代 (福井市明倫中学校) 


第2回日韓交流合同合宿が平成 
W 年 8 月 U 日から W 日まで、橫浜 
市平沼記念体育館で行われまし 
た。今年度は、昨年の反省も踏ま 
えて高校1年生のチ！ムを編成し 
ました。昨年の全国大会及び 
JOC 大会(中学3年生)で優秀 
な選手を選び、今年の 6 月 U M 
日に選考合宿を行い、 W 名を選考 
しました。昨年のメンバ—は選考 
会を開く暇もなく交流事業にな 
り、苦しい戦いとなりましたが、 
今年度は全国から選ばれた選手と 
いぅことで、 選考合宿も充実した 
ものと•なりました。また、韓国の 
方も K 歲3下のチ I ムを編成する 
ことは 不可能と言つていました 
が、今年度は中学3年生のチ}ム 
で選抜してきました。 

今年度は、この段階で韓国チ— 
ムをつぶし、選手達の「韓国には 
強くて勝てない」といぅ意識をな 
くしていきたいと思つていまし 
た。橫浜の初日はお互いの遠慮も 
見られ、頼つている練習となり、 
声の大切さやコミュニケ—シヨン 
をとることなどをしつこく注意し 


ているが態でした。体が動かなく 
なって辛くなるとミスが連続し、 
自分達で盛り上げることができな 
くなりました。2 曰 目は、午前中 
韓国の練習を合同で行いました 
が、一番の違いは、韓国はスピ|ド 
とステップの一歩が広く、まず橫 
にずれる所でした。午後は速攻を 
練習しましたが、韓国をトップス 
ピ I ドにさせる前につぶせなくて 
持ち込まれていました。誦めてい 
る場面や戦う気持ちが足りず、な 
れ合いでやっていました。自分の 
やれることもやらずに気持ちで負 
けている選手に情けない、自覚が 
ないという気持ちで一杯になりま 
した。 U — K としての意識、選ば 
れた時点からの自覚をどうもたせ 
るかが大切だと前回同様思いまし 
た。また、短時間で一人ひとりの 
良さを引き出す難しさなど課題は 
残りました。3日目は午後から練 
習試合をしましたが、ディフェン 
スが引いていたことやポストの受 
け渡し、ム—ドの盛り上がりなど 
に欠けました。苦しい時に声が出 
ずズルズルと加点され引き離され 
ました。攻撃では千葉のシュ！卜 


がよく決まり、確実に得魚できた 
ことは大きな収穫でした。一人ひ 
とりの力は昨年とは確実にアップ 
しており、全面に気持ちを出して 
コンビを練習していけば必ず勝て 
ると思いました。その点について 
よくミ—ティングをして交流試合 
に臨みましたが、練習試合同様ポ 
ストの押し上げが足りなかった 
り、チェンジが遅れたりして得点 
されました。速攻は早めに潰して 
いたのであまり得点に繫がりませ 
んでした。サイドの加藤が4得点 
とがんばり、ポストに野島を使 
い、木下のカットインなどで得点 
しましたが、どぅしても千葉や宮 
崎の間合いが近くシュートが打ち 
にくい場面も多く攻撃が単調にな 
っていました。ディフェンスをか 
わして打つこと、タイミングをエ 
夫するなどが不足していました。 
もっと積極的にシユ！卜を狙ぅこ 
とが必要でした。試合の中で良い 
時と悪い時の差が大きかったの 
で、集中力を持続させていきたい 
です。また、辛い時に自分に負け 
ない強い気持ちを持たせること 
が、この時期の選手達に特に必要 


だと強く思いました。 

この点を考えて訪韓に備えられ 
るよぅ、各チームに戻って自分が 
やらなくてはいけないことを確認 
して横浜を終えました。 

W 目より訪韓し、貴信女子高校 
で練習が始まりました。前日の大 
阪でのミ—ティングで、韓国から 
たくさんのことを盗んで、学んで 
これからの財産として欲しいこと 
を話してありましたが、初めての 
外国といぅ緊張感もあり、初日は 
ミスの連続でした。橫浜から声の 
大切さや気持ちの大切さを指導し 
てきたので、今回は横浜よりは選 
手の意識も少し変わっていまし 
た。2日目は、ディフユンス練習 
を中、むにコンビを作つていきまし 
た。なかなかディフユンスのため 
の声が出せなくてやられていた 
り、間をスピ！ドでカットインさ 
れたりしていました。韓国チ—ム 
は、1対1やロングシユ—卜が強 
いので、積極的に前に出て高い位 
置で当たり、抜かれたら下の2人 
で挟む練習をしました。攻撃は、 
ポストの機能が働いていないた 
め、ポストと合わせるためのパ 
ターン練習をしました。午後は、 
練習試合で、午前中に練習したこ 
とを少しでもやろうとしま~^た 
が、前ブロックからロングシュー 
卜を打たれたり、高い位置に出て 
も下がれずポストに自由自在にや 


られていました。速攻でもじメ — 
トルから決められたり、韓国のず 
ごさを思い知らされました。ま 
た、 苦しくなった時は必ず1巧1 
で抜いてくるなど、本当に各選手 
の能力は素晴らしいものでした。 
3日目は、午前中合同練習で、ス 
テップなどを基本から指導しても 
らいました。選手は、ついていく 
ことが精一杯で正確さに欠けまし 
た。ボールを持つとその差が、も 
っとは っきり しました。全てにお 
いて日本は、姿勢が悪いためにミ 
スが起きると指摘されました。デ 
ィフユンスも手で守っているので 
足が全がついていかず、やられて 
ばかりでした。 

ステップの速さ•正確さ、1対 
1の強さ全てを選手達は肌で感じ 
て良い刺激になったと思います。 
そして、自巧に何が欠けているの 
かを、自覚で きたと 思います。韓 
国のステップの正確さは、小•中 
学校の間にゆっくり時間をかけて 
正確に教えており、日本の様に試 
合に合わせた指導をしていないよ 
ぅです。基本を徹底して指導し、 
高校からパス•シュ J 卜(技術) 
に入るので、ミスも少ない様で 
す。選抜チ—ムになってら違和感 
なくで きる は、国としての指導体 
制が しっかり 確立されていること 
が、日本との大きな違いでした。 

交流試合では、とにかく今まで 
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やってきたことを全て出していこ 
うと、確認しましたが、前半5分 
くらいは1巧〇でした。疲れてく 
ると声も出なくなり、ずれないか 
ら攻撃のリズムら作れず、前半 
は、5対でした。しかし、千葉 
や長野のロングが決まったことは 
収穫でした。後半は、ロングを狙 
わずポストにばかり落としていた 
ため、速攻で加点されていきまし 
た。最終的には U 巧な(最小失 
点)でしたが、まだまだ選手は力 
を出していないゲ—ムだったと思 
いました。各 チ！ ムのエ I スの集 
まりということで、なかなか全員 
で得点するというよりは、各自が 
今もっている力で得点しているが 
態でした。昨年は、できなくて当 
たり前の選手達がよくがんばって 
くれたけれど、今年は、もっとで 
きるメンバ！だと思いこんでいた 
ため、自《の中でギャップが生ま 
れたことら事実です。やってくれ 
るだろう、という思いが大きかっ 
たので試合が終わって、ノックを 
しました。その後、今はプレ—よ 
り気持ちの方が大切だということ 
をもう一度話しました。キヤプテ 
ンの木下かリ I ドしてきました 
が、前の練習試合で怪我をして、 
交流試合に出られなかった巧をい 
つたい誰が出してくれたの？と、 
涙ながらに訴えていました。この 
みんなで流した涙を忘れることな 


く、これから努力して欲しいと思 
いました。 

これで U — iS も解散しまずが、 
これからずっと U — W だったこと 
がついていくこと、これからが大 
切だということを話して、解散し 
ました。 

<成果-課題〉 

今回の交流試合を終えて、選手 
の中に韓国は勝てる相手だ、とい 
う意識が芽生えたことが大きな収 
穫でした。試合前には、韓国はす 
ごくて勝てるはずはないと思って 
おり、練習を見ても圧倒されてい 
ましたが、ポイントさえ練習した 
ら腾てるという気持ちが生まれた 
ことは、昨年にはなかったことで 
す。今年はこの点を課題としてい 
たので、大変うれしいことでし 
た。また、昨年は谷口 (ジュニア 
選手)に頼っており得点ら決まっ 
た選手ばかりでしたが、今年は全 
員が得点していることでもレベル 
が上がっていると思われます。自 
货のプレ J が韓国相手に通用する 
という自信がもてたことも大きい 
と思います。意識が変わった時点 
でプレ—が変わっていくことや、 
みんなで苦しい練習を、声で励ま 
していけば楽しいハンドボ—ルが 
できることを選手が実感できたこ 
とも成果です。 

育ってきた環境も全然違う選手 


達を苦しい練習を通して、ひとつ 
のチ—ムにまとまっていくことは 
大変と同時に楽しみでもありまし 
た。チームの中の自《の役割を自 
覚しながら合宿を過ごすこともで 
きました。選手選考の段階で各ポ 
ジション4人ぐらいは選ばないと 
苦しい選手起用になると思いま 
す。今回左利きのサィドや攻撃的 
なポスト、ゴ|ルキーパーが足り 
ませんでした。また、参加選手の 
怪我も大きな誤算でした。交流試 
合でも、その点で苦しい戰いとな 
り、どぅしてもメンバ—チュンジ 
ができず、同じ選手を起用しまし 
た。この UIW を U —2 ( ジュニ 
ア)、 U — S 、 ナショナルにつなげ 
ていくために何をずべきか、とい 
ぅことを考えたら、ハンドボ1ル 
に対する姿勢や練習に対ずる態 
度、一人でも多くジュニアに上が 
っていける選手の発掘だと思いま 
す。もちろん日の丸をつける意味 
と自覚を持たせ、たくさんの経験 
(同年代の外国選手との試合)を 
させていくことが大切だと思いま 
した。昨年ジュニアと同行したィ 
タリアのテラモ大会など同年代ご 
との大会に参加することで、良い 
刺激になりハンドボールに対する 
考え方も変わるのではないでしよ 
うか。日韓交流をきっかけに始ま 
つた U — W ですが、これだけに終 
わらずせっかくできたチ！ムなの 


で、是非いろいろなチャンスを与 
えてもらいたいです。また、毎年 
メンバ—の入れ替えはあっても同 
じメンバーで編成していけば、上 
達度もはっきりしてくると思いま 
す。高校1年生のこの時期は、ス 
タメ ンとして活躍している選手と 
そうでない選手の差がはっきりし 
ており、進学した高校の差もでて 
います。今回の U — W の選手より 
も伸びている人材がいるので、そ 
の選手を何とかピックアップし 
て、選考会に参加させるなどの方 
法が必要と思われまず。そして、 
けが人を出さないためにら是非や 
らなくてはいけないことだと思い 
ます。 U — 化の選手とジュニア選 
手との合同合宿なども大切だと思 
います。 UIS の選手にナショナ 
ル選手であこがれの選手はいる 
か、と質問したところ、卒業生な 
ら知っているが誰も知らない、と 
いう返事が返ってきたことには驚 
きと同時に寂しい思いをしまし 
た。でも、それが現状なのでしょ 
う。韓国のさよならパ—ティ—の 
席上で、柳副会長が、日本との歌 
合戦で動きのよい選手を「ナショ 
ナルに引き上げる」と言われた 
ら、選手は必死にアピ—ルしてい 
ました。このような意識の差か、 
この時期からはつきりしていると 
強く思いました。少しでも選手が 
この差に気づいてくれたらうれし 


いです。 

最後に一番の課題は、期間の短 
い中でどのようにしたら勝てる 
チームがつくれるか、この事か非 
常に問題です。ただ、もう少し U 
I W のことを各チ I ムの監嘗さん 
が理解して選手に話や激励などを 
して下さったら、少しは選手の意 
識も早く変わってくるのではない 
のでしょうか。そして、選考を 
今年は1回しかできませんでした 
が、せめて2回は巧いチ！ム練習 
がたくさんできる機会や面接ので 
きる時間を持てたら、と思いま 
す。性格的にどういう選手なの 
か、を良く見極めないと本当に日 
の丸をつける価値のある選手なの 
かどうかが分かりません。交流が 
スタ—卜してから失敗したと思う 
選手が出てきます。 

この様な時期だからこそ、たく 
さんの経験や指導者の考えが今後 
のハンドボ—ル人生に大きく関わ 
ってくると思います。たったじ日 
間の U — K でしたが、選手達には 
思い出だけで終わらず、韓国選手 
とのジュニアでの再会を果たして 
もらいたいものです。今年は、年 
齢差があまりなかったので、昨年 
よりも選手•スタッフの交流が深 
められたことは確かでした。この 
様な機会を与えていただき、心よ 
りお礼申し上げます。 
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第 6 回中•日 


韓ジュニア交流競技会に参加して 

全国高等学校体育連盟ハンドボ—ル専門部部長千野恒夫 


はじめに 


私は昨年度から全国高体連ハン 
ドボ！ル専門部長を引き受け、今 
回初めて中•日•韓ジュニア交流 
競技会の日本代表として大会に参 
加させて頂きました。初めてとは 
いぅものの、日本協会事務局の早 
くからのきめ細やかなご配慮によ 
り、不安なく大会に参加すること 
ができました。この場をお借りし 
て厚くお礼申し上げます。 

今回参加した代表校は、選抜大 
会の優勝校(男子•横浜商工高校 
〈神奈川県〉、女子•府立洛北高校 
へ京都府〉)とチめ決まっておりま 
したが、この両校が夏の全国高校 
総体で も 優勝して参加した ことは 
嬉しい限りでした。 

大会で交流を深めた選手たち 

遠征では、両校とらさすがに日 
本一のチームだけあって、日頃の 
指導や師弟関係がきちんとしてお 
り、それゆえマナ—が良く行動も 
速く、生徒諸君との生活は楽しい 
思い出となりました。 

このよぅな状況の中で、特に私 
が感激したのは、開会式の選手宣 
誓で、日本を代表した横浜商工高 
校の板垣君が、中国語で名前を言 
つて 欲しいとの 要望に一生懸命に 
チヤレンジしたり、 各国が余興で 


出す出し物の際には、洛北高校の 
皆さんが、中国•韓国でも流行し 
ている歌を、予め大使館で聞いて 
おいて日本で練習しておき、現地 
で披露してくれたことでした。 

この、中•曰•韓ジュニア交流 
競技会では、河北省人民政府揚副 
省長から、開会式の祝辞として、 
「青少年は U 世紀を担う柱である。 
『友好•進歩•未来』のテ—マの下 
に、スポーッの交流の拌を通して、 
友情を深めて欲しい。みんなの力 
で、平和•友好の明るい未来を創 
造しましょう」という主旨の挨楼 
を頂き、和やかな雰囲気のうちに 
始まりました。 

中国との試合 

中国は、この試合に向けて男女 
ともに1年前より、中国全王から 
選手を選抜し、準備をしてきただ 
けに、特に体格面は素晴らしく、女 
子の場合、日本の一番大きい選手 
が中国では一番小さい選手という 
程の差が見られました。 

【女子】 


中国女子 




じ—6 


選抜 

中国チ—ムは、大きなポストプ 

レー ^ -がブロックをし、それを 

利用^て上からロングシュ J 卜を 
打つという単純な戦術を多用して 


きましたが、対する日本チ I ム(洛 
化高校)は、体格差もあり、この 
攻撃をなかなか守れず、前半戦は 
苦戦を強いられました。 

しかし、後半に入ると、日本チ I 
ムはディフユンスを2 • 4に変え、 
ロングシ ユ—卜の封じ込めに出ま 
した。これが巧を奏し、味方のゴー 
ルキ{パ I の好捕も加わつて相手 
チ—ムの凡ミスを誘い、よく走つ 
て得点を重ねるなど、よぅやく洛 
北らしいプレ！が出始めました。 
これに対し、相手も7 mT やサィ 
ドシュ I 卜で粘り、結果的に負け 
はしましたが、高さに対する守り 
などは勉強になつたと思われます。 
【異子】 


中国男子 
選抜 


の_ 


W—4 
に一 7 


IU 日本代表 


曰本代表 


立ち上がり、両チームのロング 
シュートからの点の取り合いで 
ゲ J ムか始まりましたが、中国の 
ラフプレ I とも取れるよぅな荒い 
ディフェンスに、日本チ1ム(横 
浜商エ高)はぺ—スをつかめませ 
ん。凡ミスからの逆速攻での得点 
を許し、苦しい状況のまま前半が 
終了しました。 

後半、横浜商工高のお家芸の「手 
渡し。ハス」が決まり出すと、相手 
のラフプレ！を7の了に持ち込み、 
得点にするなど追い上げム！ドが 


見られるようになつてきました。 
しかし、中国チ！ムのタイミング 
良いロングシユートと、背の高い 
ポストに翻弄され、残念ながらゲ— 
ムは終了しました。 

韓国との試合 

韓国ナショナル チ！ ムは、女子 
が アトランタ•オリンピック 準優 
勝、男女とも世界選手権上位入賞 
という実績を上げてきました。こ 
のような国だけに、小学校から一 
貫した、基本プレ—の体得に力を 
入れているらしく、パスの出し方 
にしても、 フ H イント のかけ方に 
しても、どの選手ら基本がきちん 
とできているように思いました。 

この基本の上に、手首の柔軟さ 
と強さを使つた力強いシユ—卜や、 
走る力、ジャンプカが身について 
おり、とても素晴らしい チ！ ムで 
あると 感じました。 

【女子〕 


ンプレ—を仕掛けてくるといぅ、基 
本的ながらスピ—ドあるプレ—に、 
日本チ—ムはついていけずに苦戦 
を強いられました。 

これに巧し、日本チ I ム(洛化 
高)もタイミングの良いシユ！卜 
や、サイド回りのフホ I メ I シヨ 
ンを決めるなど、精一杯戦いまし 
たが、残念ながら、もう一歩及ば 
ず負けてしまいました。 

【男子】 


韓国代表龍 


51〇 
1 1 

〇 —2 
2 1 


I の日本代表 


韓国代表处 


ザ8 

n—8 


韓国チ—ム(貞信女子高)は、韓 
国ナショナルチ—ム候補選手ら い 
るといぅ、 韓国女子ハンドボ I ル 
の名門校ですが、体格の面では、 
17日 C 上の選手は3人程度 
と、前述したよぅな日本チ—ムと 
中国チ—ムほどの差は見られませ 
んでした。 

しかし、 フ卫イン トを使って相手 
を引き寄せ、ラテラル。ハスやクロ 
スプ レ— を上手に使って カツトイ 


今年7月に、横浜商工高が韓国 
遠征した折に試合をした相手だけ 
に、横浜商工高の「手渡しパス」を 
早め早めにつぶす戦術に出た韓国 
代表チ！ムに対して、ミスからの 
速い速攻などでシ！ソ I ゲ！ムを 

続けていた日本チ-^でありまし 

たが、凡ミスを連続したあたりか 
ら苦戦を強いられるよぅになり、さ 
らに負傷者が出るに及んで、ゲ— 

I 2日本代表ムは相手ぺースの展開となってし 
まいました。 

結果的には点差が開きましたが、 
日本チ！ムの思い切りの良い攻擊 
は今後に期待が持てるものである 
と思います。 

次年度に向けて 

この中•日•韓ジュニア交流競 
技会は、来年度、広島県で実施さ 
れると聞いておりますが、この競 
技会が、今後益々発展していくこ 
とを祈念致しております。 
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1 . 目的 

本規定は、日本リーグ運営委員会の主管す 
るすべての試合において、反スポーツマンシ 
ップ行為の撲滅を目指し、真のスポーツマン 
シップをハンドボール界に浸透させるととも 
に、ハンドボール競技が万人に愛されるス 
ポーツとして定着させることを目的とする。 

2. 規律委員会 

本規定の制定、改定及び運営を巧うため 
に、日本リーグ運営委員会内に規律委員会を 
設置する。規律委員会は規律委員長 （1 名） 
と3名の規律委員で構成する。 

本規律の運用は、原則として規律委員長が 
すべて巧うものとし、改定は規律委員会で巧 
うものとする。 

ただし、規律に関する著しい違反があった 
場合には、その懲罰を決定する上で緊急に親 
律委員会を開くことができる。ただし、期間 
的な問題などで規律委員会が開催できない場 
合には、電話、 FAX などの相互通信により、 
規律委員会の代用ができるものとする。 

3. 巧象 

本規定の適用は、原則として日本リーグに 
登録された選手、役員を対象とする。 

4. 適用乾困 

本規定は、日本リーグ運當委員会の主管す 
るすべての試合（リーグ戦、プレーオフ、入 
替戦、セレクションマッチ）じおいて、レフ 
エリーに対する暴言などスポーツマンシップ 
に反する重大な反則じより失格処分を受けた 
選手、役員あるいは日本リーグの権威を損な 

表1適用範囲と懲罰 


う行為をなした選手、役員に対し、自動的に 
表1に基づき懲罰を与える。また、この懲罰 
は年度を越えて有効とするとともに、選手、 
役員が移籍した場合でも有効とする。ただ 
し、入替戦もしくはセレクションマッチで日 
本リーグから脱落した場合はこの限りではな 
い 0 

また 、 J HL カップ、ルーキーカップなど、 
個別の大会はその大会のみの適用とする。 

《3回目の退場による失格及びプレー中の 
重大な反則による失格は、懲罰の対象とは 
しない。 

※出場停止処分を受けた選手、役員は試合 
に出場できないだけでなく、試合会場への 
入場（入館）もできない。ただし、チーム 
はその選手、役員を除いて正規の人数に補 
充できる。 

※暴言とは、レフェリーの威厳を損なった 
り、挑発的な発言を言い、その判断はレフ 
ェリーに委ねる。 

※ただし、下記の場合には処分を輕減する。 
反射的に行われた行為/挑発による場合/主 
導的でなかった場合/をの他特別な事情が 
ある場合 

5. その化懲罰 

表2に示す様な行為が発覚した場合には、 
自動的に別途懲罰を与える。また、この懲役 
は年度を越えて有効とするとともに、選手、 
役員が移籍した場合でも有劾とする。 

※上記で言う「失格処分後」には、3回目の 
退場による失格及びプレー中の重大な反則 
じよる失格を含む。 


6. チーム其，•任 

失格者もしくは懲罰に相当する行為を行っ 
た選手、役員の所属チーム（が下、当該チー 
ムと称す）は、そのチームの責任において懲 
罰に従うこととする。それができなかった場 
合には、チームじたいして懲罰を与えること 
とする。また、出場停止処分中の選手を起用 
した場合、当該チームは最低10ゴールの減点 
により、敗戦したとみなす。ただし、10ゴー 
ル上の得点差があった場合には、減点ゴー 
ル数をこれに応じて増やすこととする。その 
際、個人記録は有効とし、減点ゴール分は個 
人記録へは展開しない。 

7. 報告 

派遣運営委員は担当する会場（試合）にお 
いて、すべての失格もしくは懲罰に相当する 
行為を巧った選手、役員が発生した場合に 
は、別途定める「失格•規律に関する報告書 
(様式1)」に必要事項を記入し、会場審判長 
及び当該試合のレフエリーの署名をもらい、 
当日中に日本リーグ事務局及び規律委員長へ 
FAX する。 

FAX を受けた規律委員長は、懲罰の適用 
が必要な場合にのみ、裁定を記入し、日本 
リーグ事務局あてに fax する。 

FAX を受けた規律委員長は、懲罰の適用 
が必要な場合にのみ、裁定を記入し、日本 
リ"*グ事務局宛に FAX する。 

目本リーグ事務局は別途定める「規律に関 
ずる通達（様式2)」に必要事項を記入し、運 
営委員会委員長、当該チームの所属する同一 
リーグの各チーム、出場停止になる試合会場 
の派遣運営委員、開催地責任者及びスポーツ 
イベント社へ FAX で連絡する。 

なお、何らかの事情により FAX での連絡 
ができない場合じは、電話にて用件を通達す 
ることとずる。ただし、この場合でも FAX 
での処理は必ず実施することとする。 

8. 異議申し立て 

本規定第4条及び第5条の懲罰に基づき処 
分を科せられた選手、役員は、その処分につ 
C 、て異議申し立てを巧うことはできない。 

9. 付則 

1) 本規定は1998年7月1日より実施する。 

2) 第22回 （1997 年度）日本リーグに発生 
した懲罰に相当する行為に対しては、懲罰を 
与えたものとみなす。 

3) 本規定の改定は規律委員会で検討し、 
日本リーグ運営委員会にて承認を得るものと 
する。 


適用範函 

懲 罰 

反スポーツマンシップ巧為じよる失格 

次の試合から2試合の出場停止 

ベンチ役員の失格 

同上(重大な場合10万円な下の制裁金を付加する） 

追放 

出場停止日試合上及び30万円レ: Tf の制裁金 

その他日本リーグの権威を損なう行為 

制裁金（金額は部度決定） 


表2その化懲罰を与える行為 


その他懲罰を与える行為 

イ寸加する懲罰 

失格処分後、観客席からさらに暴言を吐く 

次の試合1試合の出場停止 

出場停止処分にもかかわらず入館した 

次の試合から2試合の出場停止 

2度目 jy 上のレフェリーに対する暴言 

同上 

2度目な上のベンチ役員の失格 

同上 


* 上記で言う r 失格処分後」には、3回目の退場じよる失格及びプレー中の重大な反則による 
失格を含む。 
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ハンドボ'ール 

作品は、下記まで送付のこと 

干 150-8050 東京都渋谷区神南いい1岸記念体育館内 

シンボルマーク募集要項 

㈱ 日本ハンドボール協をシンボルマーク募集担当宛 

4 応募期間 

1 目的 

平成10年10月1日より平成10年12巧末日まで 

21世紀に向けて発展するスピーディーでダイナミックな 

5 春査期間 

ハン ドボールをイメージできるシンボルマークを、広く愛 

㈱ 日本ハンドボール協をシンボルマーク審査委員を 

好者および一般から募集し、全員参加でのハンドボールの 

6 賞品 

発展に寄みすることを目的とする。 

特選1点賞金と賞品 

2 募集巧象 

佳作2点賞金と賞品 

ハンドボール愛好者のみならず、目的に合致するマーク 

7 入選作品の利用じついて 

を作成できる人ならば誰でも応募できることとする。 

特選作品は、 ㈱ 日本ハンドボール協をのシンボルマーク 

3 応募方法 

として使用し、日本協会作成の物品、ポスター等に挿入し 

A 6 (ハガキ用紙）の Ji の用紙に、を、形ともにはっき 
リタかるよう作成したもの。コンピューターグラフィック 
等で作成したものは、プリントアウトの鮮明なものとする。 

ていくこととする。 


本 

12 

月 

口 

は 

記 

ま 

の 

都 

ム 

蓋 

曰 

本 

学 

生 

大 

ム 

の 

結 

果 

み 


98年版日本 A ンドボールリーヴ•カレンダー申込のご案内 

ストックラン、ヴォル•…"日本リーグ加强全30チームの注目選手が、来年のあなたのお部屋を、每巧入れ替りのフル々ラーで飾 
ります（々レンダー•サイズ： 34 cmX 47 cm)o 

日本ハンドボールリーグ制定晶のため、残念ながら部数に限りはございますが、ご希壁の方は、下記によりお申し込み下さ 
い。受けがけ次第、順み発送いたします。（扁切れの場合は、代金返送でお許し下さい。） 

•納入代を2,000円（消費税.送料含む） 

•お申し込み方法納入代金2,000円に住所（送付先)、氏名、電話番号を添え、現金書留で、下記まで郵送下さい。 

干 150-8050 東京都渋を区神南卜 1—1 日本ハンドボールリーグ運営委員全 
(お問い合わせなどは、日本ハンドボールリーグ運営委員を巧 03—3481— 2361小松•中鳴まで） 


11ちの行事予定 


11巧16日〜22日高が宮ホ不巧子41回女子34回全日本学生選手権大会愛知撰体育館ほか 
11巧22日〜25日，98ジャパンカップホ化把島スポーツセンターほか 
11巧7日 常務理事を-東京 

11月22日 第2回理事を-中がスポーツセンター内を議室 
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HAND BALL CONTENTS OCTOBER 


巻頭言/ 21 世紀に向けて財務体質の強化を 

殿水幸雄， 

協をだより . 

言卜報荒川清美名誉顧問(元副会長)急逝される•…… 
アジア大会に挑む 


男子 ナショナルチーム 
アジア大会に向けて 
女子 ナショナルチーム 


監督•蒲生晴巧 • 


監督•が藤宏幸 • 


5 


アジア大会代表メンバー . 6 

第6回アジア男子ジュニア選手権大会報告 

監督•高橋精一 8 

第6回アジア男子ジュニア選手権大会帯同レフ卫ーリ報告 

後藤登/清水宣雄……11 


第5回アジア女子ジュニア選手権大会報告 . 12 

第5回アジア女子ジュニア選手権大会を終えて 花野相 S ……14 
第5回アジア女子ジュニア選手権大会に参加して仲田稔/植ネホ彰……15 
第日回アジア女子ジュニア選手権大を帯同メディ々ルーレポート 

阪田武志……16 

フリースロー/文殊の知恵を集めよう 早川义司……18 

列島縦断/富山県の巻 城川俊久……19 

全日本 U -23 •東日本学生選なロシア遠征報告福地賢介…一20 
東日本学生選抜ロシア遠征に ついて 滝口三郎……24 

平成10年度第2回日韓交流合同合宿 ( U -16) 報告 高野郁代……28 
第徊中•日•韓ジュニア交流競なをに参加して 千野恒夫……30 

日本リーグ規律規定 . 31 

ハンドボール•シンボルマーク募集要て頁/11月の行事予定/もくじ…32 


※表紙の写真は福井商業高校を口お代選手 
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製品から、さまざまな仕組みやノウハウまで、 
私たちは目に見えなぃ赖品もわ届けしてぃます。 
国や産業い、う垣根も越えて、 

用意してぃる答えはぃつでも、 YES 。 

私たちは国隙総合企業、 ITOCHU です。 


/Toem 


豊かさを担う貴な 6 _ 

伊藤忠商事株式を社 


Visit 掩 jHntem 白 1 百怕如 http: www.rtoehu,co.|pf 
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編集兼 
黃巧人 


巿原則之 


価格は登録金に含む 


私たちに 

No という商品はありません。 
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